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緒 .= = 区司
造精機能については，多くの研究者によって詳細な検討がおこなわれてU、る.その研究
方法においては，就中ホfレモン支配からみた機能についての業績は顕著であるが，皐丸機
能を血液循環との関連において究明した研究は少ない.Doefmer， R.l)も無精子症に関する
論議の中で指摘しているように，無精子症なる現象は，精虫欠乏と精液欠乏の両面からの
検討が必要であると同様に皐丸機能も精子形成に関与する造精機能と，精液組成に関与す
る血液との関連から検討する必要がある.夫等の関係を示唆するものとして B.L. Larson 
& G. W. Salisburg2)は牛の精紫蛋白の分画が牛乳，血清蛋白と具なる，又 Hartree，E. F.
& T. Mann3)が精探中に含まれる， Plasmologenと精紫脂質とが精子活力に関与すること
等を詳細に報告している.又一方において Perry，T. Cupps & R. C. Laben4)は牛牽丸の
造精機能と精液中の精子濃度との高い相関について，即ち細精管の標準識片の精娘細胞
(S. P.T. D)の数と精子濃度との聞には優位な相関が成立することを証明し，皐丸機能の
変性の型によって精子濃度が低く変化することを強調してU、る.又 Wislocki，G. B.5)は鹿
の皐丸，高IJ皐丸，貯精繋が季節的変化を示しそれらの器官の重量と活力は秋に増進し， 春
に分館、力と精子形成が抑制される一連の研究，即ち精液生産と授精力が，季節，f:l照時間P
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年令によって影響されることは J.E. Johnston & Ceci¥ Branton7)， Philips， R. W. K'1app， 
B & Heemstra， L. C.巴ta1.8) ， Mercier， E. & Salisburg， G.V.r9)， Mercier， E &Salisburg， 
G. W.10) ，Erb， E. R. Andrews， F. N & Nilton， 1. H.l)， Anderson， J.12)， Erb， R. E & 
D. R. Waldo13)によっても詳細に報告されている.造精機能を精子形成から論ずることは，
普遍性を欠くように思われる.精子活力については，Dott， H. M & Walton，A.6)が精子
活力のエネルギー源は解糖作用だけでなく，精子の呼吸も重要な部分を占めていることを
報告しているように，精液量と稀釈精液の精子数との関係，精子による新陳代謝，精液中
の Fructoseと Citric-acidとの関係，精液輸送の影響，稀釈精液の受胎率並びに稀釈比の
精液保存に及ぼす要因等と種々の角度からの精液成分の変化とそれに伴う精子の代謝障害
から D，Olds， D. M. Seath & M. Capenter et a1.l4)， E1ipse， R. 1.15)， D. R. Melrose16)， 
M. H. Ehlers， F. H. Flerching巴r& Erb， R. E.!7)， Salisburg， G. W & Bratton， R. W.18) 
Bratton， R. W. F∞te， R. H. Musgrave， S. D. & Van Demark， N. L.19) ， Smith， A. U. 
& Polge， C.2D， E. L. Willett & G. L. Larson2)， Melampy， R. M. Homeyer. P. G & 
Porter.1.C.23)， Willett， E. L.24) ， E. L. Willett25)， Salisburg， G. W.26)によって検討が，行
なわれている.又， 1. L. Albright， R. E. Erb & M. H. Ehlers27)， G. r. Howe & R. J. 
Flipse28)， W. E. Erickson & E. F. Graham29)は卵黄成分の精子活力に与える効果，又1.
H. Yates & Durward Olds30)は牛の卵胞液の精子活力に及ぼす影響について報告してい
る.以上の研究業績から皐丸機能と精子活力とを結びつけて総括的に説明することは至難
であり，又稀釈精液について本来の精子活力を究明することは困難である.前述のように
Hartree， E. F. & T. Mann3)が Plasmologenの介在によって，精子活力が減ずることを
報告しているが， Plasmologenは化学構造では，酢酸燐脂質であって，脂質系に属する.
T. Mann31)によれば鮭精子の原形質溶解の上澄被が可溶性蛋白と脂質にとみ，そのエタノ
ノーレ可溶性で、乾燥量の 51.8%がレシチン，脂肪並びにコレステリンである.又その尾部に
脂質が主として集中していて，エーテル抽出物では50%がレシチン，14%がコレステリ ン，
35~もが脂肪の構成であり，且つ人間の前立腺分泌，精液の全脂質，全燐脂質， 全コ レステ
リンの含有量の最高は前者は， 310， 225， 105mg/100ml，後者は， 206， 132ム 120mg/
100ml検出されたが， レシチンは検出されず，特に牛では脂質に富む細胞によって貯精重量
上皮が特色ある構造を示していると論述している.然し精撲の脂質の結合コリ ンの大部分
は燐脂質から構成されず，コリンに燐酸のついた，溶酸性の誘導体の形で存在するところ
に問題がある.又コリ ン (CoH(502N)の生物学的性質は脂質代謝に関与して抗脂肪肝作
用，乳化作用に重要な意義があり，且つ卵黄成分の中では俳離文は燐酸体として分布され
ている.1. B. Marsh & David， L. Drabkin32)が実験的腎臓変性病における新陳代謝経路
についての論文の中で，脂質代謝の想定経路を考え，脂肪蓄積からの脂肪動員がおこなわ
れると血液の脂質コレステロールが増加して肝臓のコレステロ ール合成が低下して，月子グ
リコーゲンからの蛋白，脂肪酸合成の代謝障害がおこり，その実験結果の特徴として，ア
ルブミ ン尿，血清アルブミンの滑加，血清コレステロ ーlレ，血清脂質の含有量は正常なも
のと比較して，前者は，77， 460%/mg，腎)臓変性病のものでは337，1370%/mgとこれ又
非常な量的増加があることを報告している.又 H.L. Taylor， 1.T. Anderson & A.Keys33) 
は，肉体的活動と血清コレステロー/レと他の脂質との関係についての論説の中で人間のコ
レステロール濃度は，血清循環に対しての血液の脂肪輪送負荷量によって決定することを
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提案している.この事は脂肪蓄積から，かなりの量の脂肪が動員される時， 即ち負のカロ
リ一平衡が続いている時に血清コレステロ /ーレ濃度は低下されるので， 血清コレステロー
ノレ濃度は脂肪から誘導される総カロリー量の釣合との密接な関係についての説明をおこな
っている.又 J.Avigan， H. A. Eder & D. Steinberg34)， はOncley，J. L.の述べている
血清脂質は，本質からみて，すべて蛋白と結合していると云う報告を支持し，脂質蛋白が
異った機能をもつことは，脂肪食餌，に続いて起る脂質蛋白濃度の変化から究明出来るだろ
うと示唆している.他方脂質については， M. A. Everett， vValter， D. B10ck et a135)は特
発性過脂肪症の血清脂質についての不飽和脂肪酸の影響について，食餌性脂肪が血清脂質
標準量に影響があり，特に脂質の低下の原因になるものは，食餌の不飽和脂肪酸容量の釣
合が直接的であるといった， Bronte-Ste W artの説を引用し，実験的に血清脂質の減少は，
食餌中の燐脂質濃度とは関係がなく，脂肪の不飽和脂肪酸の存在によることを報告してし、
る.以上のことから受胎率と精力活力並びに精液成分の時期的変化，無精子症皐丸の組織
化学的検討，血清蛋白と造精機能との関係，精液蛋白と精子活力との関係，造精機能と血
清コレステローノレ総類脂質比との関係，精液中のコレステロ ーノレ総類脂質比と稀釈液との
関係について研究し， 皐丸の造精機能は血清蛋自の各分画成分率の増減と血清脂質とその
比の増減が精子形成に関与する細胞に体液成分の変動の影響として作用して，或る変性を
おこし，造精作用に異常をきたすこともあり，又精子活力は精液中の Phosphataseによっ
て影響される場合もあることが判明した.一方において精液蛋自の各分画の増減率と精液
稀釈による脂質の変動が精子活力にとって抑制因子となり うることが確証された.本研究
にあたり，終始御指導をいただいた恩師前東京大学教授，佐々木清綱博士，並びに，東京
大学教授，内藤元男博士，星冬四郎博士Iこ深く感謝する.尚研究に御便宜を与えられた前
山形大学農学部長名誉教授，石川武彦博士，現農学部長，宍戸英雄博士，並びに研究材料
に御協力いただいた，山形県立総合種畜場，山形県庄内経済連連合会種畜場に感謝する.
第 1章 受胎率と精子活力並びに精液成分(主として酸性フオ
ス77ターゼ，アル力リ性7オスフアターゼ)の時期的変化
ト意 義
受胎率の問題については， Doefmer， R.1)が人間の受胎障害では，夫婦共の障害で起る
もの， 10~150/0，男子の障害によるもの ， 30~50 0/0， 女子の障害によるもの ， 40~600/0， 
原因不明によ るもの，2~5 0/0 と報告している.このように，雄側からだけみた結果で，
本来の受胎率の良否を検討することは困難であるが，人工授精技術上 3固までの穏付で
受胎した場合は精子活力は良好と認められている.精液注入雌の受胎頭数を 100として，
初回 2回での精液注入後受胎したもの 3回以上での精液注入後受胎したものの 2区分
において，その種付率を算定し，供試牡牛の過去の精液状態を推定すると，受胎率に特異
な時期的変化のあることが明らかになった.その時期の精液成分の変化が精子活力に及ぼ
す影響を調べた結果，精液成分が精子活力に抑制的に働いていることが明らかになった.
n .研究史
Wislocki， G. B.5)は鹿の皐丸，剛宰丸，貯精嚢が季節的変化を示し，New-Englandの
緯度地方では，夫等の器管の重量と活力は，秋 (10月， 11月)に増量し，最高に達し，春
( 5月 6月)に重量は減退し，分泌力と精子形成は抑えられる.又精、械のアノレカリ性フオ
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スフアターゼ (AlkalineP-ase)は春(6月)よりも，秋 (10月)の方が豊富で貯精袋の
酸性フオスフアターゼ (AcidP-ase)は春(6月)ではかすかであったと報告している.
又一方において Schmidt，K(36)が射精量を改良するために蛋白量を高め蛋白一澱粉比を1: 
6~7から 1 : 4 .5~5.0 に下げることによって種付回数 1.62回で受胎率を 83 .6%に上げる事
が出来ると報告している.之等の研究から著者は受胎率に関与する精子活力，精液成分
(主として AcidP-ase Alkaline P-ase)の時期的変化を飼料構成の影響をも検討し研究し
たものである.
自.材料l:Aび方法
Table 1 供試種牡牛経歴
飼養場所 山形県庄内経済農業協同組合連合会種畜場(山形県東田川郡余目町)
語¥経歴|名 一旦_I!-~~竺型止空塑竺1上型空竺T
No.l サー ロメオ |昭和29年9月27日|昭和31年6月 l 昭和31年6月30日
| ニて空三1・:' [:: て三竺上山形県~買!協却し Il r.:l'l'Hù~'1-v n 
I 7')'!l '7ムマー l 昭和28年6月24日 n':;:n')f¥/.-r:''J R 
No.2 ロメオジユラノレド ミソノ|新冠牧場(北海潤 |昭和30年3月 |昭和鈎年12月16日
No. 3丁野:25; 附議官絹|昭和2昨 7月 |開示面百五
供試牡牛は初回採液年月日が昭和28年から31年の 3頭を用いた.第1表参照 No，l(サ
ーロメオサニーサイドヒ ンペル)の父方のネ且父はパラマウ ントロメオオムスピー(北海道
宇都宮牧場体格審査評点89点)の血統が入り， No.2アツクラムマーロメオジユラ/レド ミ
ソノ)の父方の祖父はカーネーシヨンガグアナーロー ヤノレ(北海道室知畜産組合評点82点，
高等登録息牛4頭)，母方の祖父はサーロメオリリス(北海道農林省畜産試験場評点84.5点，
息、牛3頭)の血統が入り， No.3 (第8フエムコノレテナキング)の父方の祖父はフエムコ
ローヤルキング(北海道町村牧場評点90点，息牛9頭)，母方の祖父はカーネーシヨンガグ
アナイムペリアJレラツド(北海道町村牧場評点目点， 息、牛14頭)の血統が入った種牡牛で
ある.種牡牛の飼養立地条件は山形県庄内平野の中心部を占める余目町であって，完全な
水稲単作地帯であり，青草，クローパーの一部を除き，完全購入飼料で給与体系をたてた
飼養管理を実施しており，特徴としては運動不足，舎内管理期聞が長ν、(風雪並びに運動
設備不充分のため)条件に置かれていた.各供試牡牛の飼料給与構成は，配合，乾草で可
消化養分総量 (TDN)が要求量よりも少く栄養率 (NR)は 1: 5.1カノレシユウム :燐酸
=1 2.06，蛋白一i殿粉=1: 3.93になっていた.第4表参照.
種付率は昭和31年，昭和32年について各年度の各牡牛の精液による人工種付頭数，初回
から 5回以上の種付率を算出して受胎率とした.本実験に入る前に予備実験をおこない，
精子活力の安定を確認した時期から本実験に入り，精液は卵黄緩衝液(通称、ゼミナン)で
1'11.1中精子濃度2億に稀釈して，輸送管に封入して，採液後4時間のものを供試精液とし
た.精子活力と関係のある S.D. H G-aseの定量は， Seligman， A. M & Rutenberg， A. 
M37) 並びに市川収38) の方法を用いた . 即ち稀釈精液 0 .5m l を基質液 0.1~ゐ ditetrazolium
Chloride 1 : O.liJl琉泊酸ソーダ 1: O.lJ1f燐酸緩衝液1:潟水 1計4.0ml液に入れ，370C 
の下に1時間作用させ，その後酢酸エーテ/レ5mlで色素を抽出して530mμの光電光度計で，
Diformazanの色調を測定しそれを T量で計算した.P-aseの測定は市川，小倉39)の方法に
従い，基質液は 0.02%s-naphthyl-phosphate液 Veronal緩衝液は AcidP-aseの時p
6Z 
主義九機能M;.びに情子活力に及ぼす体液成分変動の影警一一有森
PH = 5.1， Alkaline P -ase 
の時， PH=9.1の等量混
合液 2川に精液 0.511を
入れて370Cの下に 1時間
作用させ， その後反応、般
をPH=7.5~8
る.直くぐ4mg/μmlのDiazo
B副lu出巴 B抗液支0.5'川1 を加え'
3分後に4判0%塩化酢酸を
注入して除蛋白する .そ
の液に 5.011の酢酸エー
テノレを加えて，生成した
色素を抽出し540mμの光
電光度計で s-naphthol)' 
量を測定した.
IV.成績
種付率は年度別変化，
牡牛個体の変化が著しい.
第 2表，第 3表参照.昭
和31年度の種付頭数は，
No.1，163頭， No.2， 295 
頭， No.3， 530頭で年間
穏付頭数 988頭になり，
2回までの種付で受胎し
た頭数は 700頭となる.
昭和32年度の種付頭数は，
No.1， 913頭， No.2， 851 
頭，Noふ 946頭で年間種
付頭数2，710頭になり 2
Table 2 実験開始前(昭和31年度)の重量付率
No.1 163 
極付頭数 No.2295 計総頭数 988
No.3 530 
種付率 ¥ 2固までの種付率 (，96') 3回以上での種付率(%)
調育¥斡¥No.l¥No. 21No. 31平均 No l[No. 21No. 31平均
1月 80.0 53.9 67.0 20.0 46.2 33.1 
2月 58.8 77.2 68.0 41.2 22.9 32.1 
3月 69.6 68.5 69.1 30.4 31.5 31.0 
4月 61.9 53.6 57.8 37.9 46.3 42.1 
56 月 63.5 50.9 57.2 36.4 49.1 42.8 87.2 72.3 79.8 11.8 27.7 19.8 
78 月 87.8 76.7 82.3 14.7 23.4 19.1 91.2 70.5 61.6 74.4 8.8 29.5 68.0 35.4 
9月 87.3 91.2 80.0 86.2 12.7 8.9 20.0 13.9 
10 月 70.0 22.8 30.8 36.4 30.0 
11 80.0 I 75.4 I 69.1 74.8 20.0 24.6 30.9 25.2 
12月 68.7 I 75.8 I 65.1 69.9 31.3 24.2 34.9 30.1 
総平均 71.3 19.1 25.9 36.4 29.6 
Tabl巴 3 実験開始前(昭和32年度)の種付率
No.l 913 
種付頭数 No.2851 計総頭数 2710
No.3 946 
種付率L:回までの種開(，96') 3回以上での種付率(，96')
咋¥話1No. 11 No. 21 No. 31平均 No. 11 No. 21 No. 31平均
1月 92.6 61.3 40.6 64.8 7.5 38.7 59.4 35.2 
23 月 67.5 66.2 50.0 61.2 32.6 33.8 50.0 38.8 68.2 58.8 55.7 60.9 31.9 41.2 44.3 39.1 
4月 74.8 86.4 86.2 82.5 27.5 13.6 13.8 18.3 
5月 82.3 83.9 62.7 76.3 17.7 16.1 37.3 23.7 
6月 75.7 63.4 65.0 68.0 21.5 36.7 34.8 31.0 
7月 56.2 59.4 60.2 58.6 43.7 40.5 39.9 41.4 
8月 50.0 63.2 52.2 55.1 50.1 36.7 47.7 44.8 
9月 54.3 64.4 54.4 57.7 45.7 35.6 45.6 42.3 
10月 54.3 54.4 48.3 52.3 45.8 45.5 51.8 47.7 
11月 40.5 48.5 45.7 44.9 59.6 51.5 54.2 55.1 
12月 39.1 37.8 40.7 39.2 61.0 62.2 59.3 60.8 
総平均 63.5 62.3 55.1 60.1 37.1 37.7 44.9 39.9 
5 
回までの種付で受胎した頭数は 2，526頭 であった.種付率の季節的変化並びに牡牛個体の
極付率の消長をみると ，第 1図，第2図参照.
昭和31年度におャては 2回までの極付率では 4月 5月に種付率は低下し 6月，
7月にその率は上昇して 9月で最高に達し， 10月， 11月には又種付率は減少する傾向にあ
る.3回以上での穏付率では逆に 4月 5月で最高に逮し 6月 7月にその率は減少し
て8月で又上昇して 9月で減少し10月に入って種付率は上昇して行く傾向にある.牡牛の
個体別的変化の特徴は 1月 2月，8月， 12月に現われている .I昭和32年度においては，
2回までの種付率では 4月にその率は最高であって 5月以降は種付率は減少の経過をた
どる. 3回以上での穏付完了率では 1月 2月 3月が良好であって 4月に低下し逆
に 5月以降は上昇の経過をたどり ，12月に種付率は最高に達する.牡牛の個体別的変化の
特徴は 1月 2月 3月 5月 6月 8月に現われている.実験中の飼料構成は第4
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Fig.l.昭和31年の 2回までの極付ー率 Fig. 2. n:矧132年の 2 回までの種 (.J'~~
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Table '1 実験中の飼料構成
実験前1e~0.91 18. 1~町 皇配乾駐室合車草it。 1.2 7.8 i 5.1 2.06 3.93 
6. 22以降-i10.83~09181~87 31100 生ビ草ー 3ト000.5 1.3 10.1 6.7 1.76 4.85 
No.l 
7. 1以降{II司上 向上 37.05デノントコン15.0 1.0 7.3 6.0 2.07 4.06 
4以降(向上 l可 J二 向上 1.1 7.3 5.4 1.77 4.26 
実験前{ :0.91~1018.8~9.5 自己合4.5 乾草10.0 1.2 7.8! 5.1 2.06 3.93 
l 乾配毛合草b. 、3.0 ピ ト0.5 1.3 10.6 6.8 1.96 4.91 6.22以降 0.91~1.08.8~9.5 12.0 生草30.
No.2 
7. 1以降{II司上 同上. 位配 37.05デントコン15.0 1.0 7.3 6.0 2.07 4.06 
4以附 lnJ 上 同 t いj 上 1.1 7.3 5.'1 1.93 4.26 
実験前{
0.83 8.1~8.7 配合4.5 乾草10.0 1.2 7.8 5.1 2.06 3.93 ~0.91 
6叫 傑 0.83 8 . 1 ~8. 7 配合2.5 4il:草10.0 0.9 9.4 9.2 2.02 5.58 ~0.91 
H以降(向上 向上 配合2.0 乾草12.0 0.9 7.2 6.7 1.98 6.04 
No.3 
則、|符{ 乾配乾合草2.0 ビ ト0"向上 |両]上 130 生草30. 1.2 13.9 10.4 1.73 5.38 
7. 1以降{向上 同上 1.5デ ン トコγ15.0 0.7 6.3 7.3 1.09 5.07 7.5 
4以降 向上 向上 向上 0.7 6.3 7.8 1.11 7.6 
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表参照.
昭和31年， 32年は供試牡牛体重に対して， 一律に飼料給与量において，日量可消化粗蛋
白 (DCP)1.2kg，可消化養分総量 (TDN)7.8kgで，計算による要求量に比較すると，
DCP， TDNにおいて No.1，No.3の牡牛では前者0.29kg過剰，後者0.9kg不足， No.2の
牡牛では前者0.2kg過剰，後者1.7kg不足の給与体系で飼養管理され，その時のNR=l:5.6， 
カルシユームー燐酸比=1:2.06，蛋白-1殿粉比=1:3.9の夫々であった.No.1， No.2の
牡牛は種付率の経歴からみると，大体似通った成積を示しているので，これを No.3に対
して一群的に取扱った.飼料は完全配合飼料，乾草，ビート粕，デントコーン，生草で構
成し，夫々についての分析結果からDCP，TDNを算定した.要求量に対してNo.1，No.2 
は給与DCP，TDN は夫々1.0~1.3kg， 7 . 3~ 10.6kg，蛋白 -1殿粉比は4.06~4.91 として飼料
給与区分を三つ設けた.又No.3は，給与 DCP，TDN は夫々 0 .7~1.2kg ， 6.3~13 .9kg ， 
蛋白一澱粉比は 5 .38~7 . 60 として飼料給与区分を五つ設けて， その夫々 の区分か ら精液を
採取した.実験中の精液性状は第5表，第 6表参照.
Table 5 実験中の精液1生状 (第1表)
実験
時
No.1 No.2 No.3 
回数 精液(c量~[ pH I活(力俳)1精(億子/c数c) 精液(c量~I pH I 活(力制)イ|精億子/c数c) 精液(c量c)l|νn口HI活(力十社)[精(長
No. 1 5. 1 8.0 6.4 80 10.0 6.3 70 
No. 2 3 12.0 5.6 80 
No. 3 5 9.0 6.2 85 14 8.0 5.7 80 
No. 4 9 7.0 6.2 80 6.0 6A 80 16 
No. 5 10 8.0 5.4 75 
No. 6 12 9.0 6.0 70 7.0 6.2 70 
No. 7 15 7.0 6.2 70 10.0 6.4 80 15.0 6.2 75 
No. 8 20 5.0 6.1 80 17 4.0 6.6 85 18 7.0 5.8 80 
No. 9 22 10.0 6.0 80 9.0 6.2 80 6.0 5.5 70 
No.10 26 8.0 6.4 80 6.0 6.2 80 
No.11 27 10.0 6.4 80 16 
No.12 28 10.0 6.2 80 17 7.0 6.2 75 
均 8.0 6.1 78 16 8.0 6.3 77 16 8.0 5.8 76 
Table 6 実験中の精液性状(第2表)
実験
子主
No.1 No.2 No.3 
回数 精液(c晶~I p、u口 I活(力仰)1精(億子/c数c) 精液(c量~j pH I 活(力刊)1精(億子/c数c) 精液(c量~! pH I活(力時)[瞳精子Lc数c) 
No.13 6. 12 6.0 6.4 85 18 7.0 6.2 85 18 7.0 6.0 75 17 
No.14 14 9.0 6.2 85 8.0 6.0 85 6.0 5.8 70 
No.15 17 8.0 6.0 85 10.0 6.2 85 8.0 5.7 70 
No.16 24 5.0 6.2 85 7.0 6.1 90 8.0 6.2 85 
No.17 27 5.0 6.2 85 18 7.0 6.5 90 18 6.0 6.4 85 
No.18 7. 1 5. 6.3 85 6.0 6.4 90 6.0 6.5 85 
No.19 4 4.0 6.4 85 5.0 6.8 90 6.0 6.5 85 
No.20 7 6.0 6.5 80 
No.21 8 10.0 7.0 90 15 5.5 66 80 17 
No.22 11 6.0 6.6 80 6.0 6.8 90 7.0 6.4 85 
No.23 19 7.0 5.8 8.0 → 7;0 6.4 
No.24 24 5.0 6.4 80 13 10.0 5.8 15 10.0 6.8 15 
No.25 28 6.0 6.2 80 8.0 6.2 90 6.5 80 
No.26 31 7.0 6.2 90 7.0 6.8 85 10.0 6.6 75 
平 均 6.0 6.2 83 16 7.0 6.4 88 16 7.0 6.3 79 16 
一一一÷ 一一 一一 一
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以IJち実験以前の飼料構成で飼養中の 5月の
性状は総体的に精子活力は十時76~ 附78で悪い
状態を示し，且つ供試牡牛の個体別優劣が現
われない. 6月に入ると精子活力，精子数の
糟加が顕著に現われるが No.3は他の牡牛
に対して劣っている.実験に入ってからの飼
料構成による区分における精液性状は各区分
共実験前に比較すると著しく精子活力は増進
させられている.即ち精液量の若干の減少は
供試牡牛に共通に認められるが，活力は個体
別差異があっても No.1，No.2の牡牛・では顕
著に現われている.然し No.3の牡牛は精子
数の増加はあったが，活力の増進は認められ
ない.一般的に活力の増進と精子数の増加は
平衡しない結果が得られた.第7表参照.
第6表で活力の増進を個々の供試牡牛につい:て検討してみると s 先ず飼料構成の類似し
ている No.1，No.2においては精子数は大体同じであるが，精子活力には大きな差異が出
ている.即ち蛋白-l殿粉比=1 : 4.85， 4.91区分におU、てはNo.1は実験前の飼料構成時と
同じ活力であるのに対して No.2は活力のi曽進が現われてくる. 蛋白一澱粉比=1 : 4.06 
区分においては No.1， No. 2共飼料構成の影響を受けないで各個体の活力を保持してい
る.蛋白 -l殿粉比=1:4.26区分においてはNO.1は著しくその活力を低下し始めるが， No.2 
は依然として，本来の精子活力を持続する .No.1の供試牡牛は，飼料給与によっての影
響よりも或る因子によって精子活力が増進される型を示し， NO.2の供試牡牛は飼料給与
による影響によって精子活カが増進され且つ持続される型を示してU、る.ここで問題にな
って来るのは No.3の供試牡牛である.その内容を詳細に検討してみると蛋白一澱粉比=
1 5.58~6 
Table 7 実験中の精液1生状(第3表)
主主殴当型盟IpH l!.i剖医者
凶 1!?i|:l:;|;:|:;
平均 1 7.0 1 6.2 1 80.5 1 16 
No.2 
5月
6月 1
7月{
82.51 16 
N;31;ijiliiijl 
総平均 I7.3 I 6.2I 81.~1 15.6 
Table 8 精液の Phosphatase1反応と SuccinicDehydrogenase反応
実!険性竺ヨーーヱピ 一一一 I _ _ ~・ 2 一一一ーし -竺 3
1"， ¥ "'.=1，1 Acicl IAlkaline ISuccinic 1 Acid IAlkaline ISlIccinic 1 Acid IAlkalineバSuccinic回数 I~\院ptm lh時 !日IG}l NehdlDHG-| P-t聞か-MjDHG-
1': \tx.~~'L一一J11L一一立)Ias~止_..Jl1__Æぞ_e _U'lL__(rlL_Jrl笠己一_.1)
No. 1 
No. 2 
No. 3 
No・ 4
No. 5 
No. 6 
No・ 7
No. 8 
No. 9 
No・10
No.11 
No.12 
5. ]5 31.0 20.05 4.0 
20 2-1.0 27 
26 
6. 17 26.5 13.05 27.0 2日
24 26.0 10.1 13.0 24.0 27 
7. " 20.05 7.05 29.0 16.05 24 8 20.3 7.05 1.0 27.05 34 
Il 40.3 15.05 :3，1.0 25.05 2U 
19 20.2 8.05 19.0 26.0 25 
24 20.0 4.0 4.0 20.3 24 
28 22.05 22.0 t 20.2 2E 
31 19.05 27.0 29.0 Coagu 2E 
均 23.56 13.37 10.66 23.64 27 平
?? ?
• 1.0 
?
??
?
?
?
?
???
???
??
???
?
?
?
?
?
?
••..
.
••
•
• 
31.0 
28.05 
28.05 
17目05
3，1.0 
37.0 
18.0 
26.0 
46.0 
35.0 
25.0 
37.0 
13.0 
32.0 
1.0 
1.0 
52目05
52目05
25.05 
28.0 
29.05 
52.05 
29.05 
27.0 
28.05 
26.0 
1.0 
1.0 
22.0 
35.0 
28.0 
17.0 
4.0 
12.0 
1.0 1 Coagu 
I 20.0 
? ょ ?? ????????????????????????????『????「?
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Fig.3. 精子活力とPhospatase反応， Succinic dehydrogenase反応との関係 (No.l)
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験前の時よりも低下するが，その比を 1: 5.38~5.07 にすることによって活力が著しく増
進する現象が現われる.再びその比を 1: 7.60にすると， 1 : 5.58~6.04 区分の時と同じ
活力の消長が現われてもよいが，飼料給与による影響を受けることなく，精子活力が持続
され， No.1， No.2の混合型のよ うな精子活力が示される.一方精液の P-ase反応と精子
の Mitochondriaに存在する琉泊酸脱水素酵素の量が，精子運動と関係があるのでその精
子の Succinicd巴hydrogenase(Succinic DHG-ase) 反応を調べると次の結果が得られた.
第8表参照.全般的には AcidP-aseには著しい差異は認められないが，Alkaline P-ase 
には量的変化がみられ，この変化は個体についても著明である.Succinic D. H. G-ase反
応においても同様な傾向がある.個々の供試牡牛についても第5表，第 6表の精液性状と
を比較して，この成績を検討してみる.第1回~第4回の実験，即ち実験前の飼料構成に
よる飼養管理下では， Acid P-ase， Succinic D. H. G-aseにおいては供試牡牛 No.1，
No.2， No.3は大体同じ数値であるが， Alkaline P -aseの精液含宥量には個体的な明らか
な差異が現われている.即ち No.3が最も高く， No.2， No.1の順序になり精子活力のよ
いものは Alka1ineP-a認の含有量が少ない結果になる.以上の成績から各飼料給与区分に
ついてNo.1，No.2の供試精液を比較してみると，次の結果が得られた.第3図，第4図
参照.
第 5回の実験では， Noム No.2の精子活力は夫々悦85，十社90であり SuccinicD. H. G~ 
aseでは，前者は13.01'， 後者は22.01'となり精子活力と SuccinicD. H. G-as巴は関連があ
るように思われる結果が得られ，Acid P-ase量には余り大きな変化はないが， Alkalin巴
P-ase量が低くなる時に精子活力は増進される傾向にある.第6回の実験では， No.1， 
Fig.5. 精子活力と Phosphatase反応， Succinic dehydrogenas巴反応との関係 (No.3)
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No.2の精子活力は夫々榊85，十円Oであり， SlIccinic D. H. G-aseでは前者は29.01'， 後者は
35.01'となり第5回の実験と同じく両者の聞には関連があるようで又 AlkalineP-aseが低
くなる時に精子活力が増進される.この 2回の実験結果から AcidP-as巴の量的安定が精
子活力に関与するように思われる.第7回~第12回の実験では，精子活力と SlIccinicD. 
H. G-ase量との平衡が破れ，未成熟精子がこの原因になるように思われる.この実験期
を通じて一般的に云えることは， Acid P-aseに比較しての AlkalineP-aseの量的変化は
未成熟精子の多いことに関連するように思われる. No.3の供試精液では次の結果が得ら
れた.第5図も参照.第4回の実験においては精子活力掛70で SlIccinicD. H. G-aseは痕
跡程度であり，その時の AlkalineP-aseはAcidP-aseに比べて異常に高い数値を示して
いる.第5回の実験では，精子活力は-llt85と増加し SuccinicD. H. G-aseも46.01'と急激
な増加が認められ， Alkaline P-aseも AcidP-aseに比較して減少してし、る.第6回の実
験においても，精子活力は叫85であるが， Acid P-aseの変動によって， Succinic D. H. G-
aseは35.01'と減少値を示し，第7回の実験では，精子活力は制80と減少した結果， Succinic 
D.H. G-aseは25.01'と更に文減少し， Acid P-aseの変化が現われて来る.この成績はNo.1，
No.2における第 6 回の実験までの成~，責と同じ傾向を示し，第 8 回~第12回の実験において
は， No.1， No.2のその時の実験とは逆に，精子活力と SuccinicD. H. G-aseとの関連性が
保たれる結果を得た.
V.考察
受胎率には 2年の統計からみると周期が現われてくる，即ち4月 5月に低下して 6月
からその率が上昇して再び8月 9月に最高に達し， 10月に減少し始めて翌年の 4月に最
高に達し 5月に入ると減少し始める現象である.又供試牡牛による受胎率は 1月 2月，
3月 5月 6月 8月に個体別の変化が現われ '1月 9月， 10月， 11月， 12月にはそ
の変化が現われないことは Wislocki，G. B5)の報告と大体似た造精機能の傾向を乳牛にお
いても示すことが推察される.実験開始前の 5 月の精子活力は，各供試牡牛共制76~ 柑78
で個体聞の差は認められない.実験に入り，この時期は全般的に精子数はNo.1，No.2とも
増加しているが，給与蛋白を増量することによっても， No.3はその影響が現われずに精子
数の少い状態が続き，一般的には精子数の増加と活力の増進は平衡しない傾向にある.特
に飼料構成が同じNo.1，No.2においても精子数は同じであっても，活力に差が出て来るが
結果的には Schmidt，K36)の蛋自給与を増加することによって不良精液を改良した報告と
同じであった.之等の如く飼料の精子活力への影響は，まちまちであって，確ーした成績
は認められないが，精子活力を検討する時には，飼料構成の影響と或る因子，即ち精液性
状の時期的変化の影響を考えに入れなければ，個体のもつ活力を判定することが出来ない
ことを示唆している.精液成分の P-aseと精子活力に関連のある SuccinicD. H. G-aseの
量的変化を検討してみると，全般的に AcidP-aseは時期的差異は余り現われないが，
Alkaline P-ase， Succinic D. H. G-aseは量的の時期的変化が現われ，又個体的にも変化す
る結果が得られた.実験前には AcidP-as巴， Succinic D. H. G-aseはNo.1，No.2， No.3と
も大体同じ数値を示し，一方 AlkalineP-aseはNo.3が最も高い数値を示し， No.2， No.1 
の順序となって，活力のよいものほど， Alkaline P-as巴は低い傾向を示した.実験中の飼
料構成変化期では No.l，No.2とも精子活力が増進されて 5回 6巨|の精液においては
精子活カと SuccinicD. H. G-as巴との聞に平衡があると共に AcidP-aseに量的差が現わ
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れず， Alkalin巴P-ωeの低い時に活力がよい結果が得られた.7回から12回までの精液に
おいては，精子活力と SuccinicD. H. G-aseとの平衡が破れる現象がおきてきた.この現
象は， Rottensten， K & Anderson， H40)のYolkcitrateで乳牛精液を1:15，1:31，1:47の比
率で稀釈した精液を用いての受胎率は夫々54.0%，51.9%， 50.6%の成績を示し，1: '17以
内の稀釈限度内では，精子数での授精への影響はないという報告から，平衡状態の破れに
は未成熟精子が原因すると思われる.この時には， Acid P-a誌に比較して， Alkaline P-
aseの量的変化が顕著にあらわれている .No.3にお いては 4回では精子活力耐70で，
Succinic D. H. G-aseは痕跡程度であり， Alkaline P-aseは AcidP-aseに比べて異常に高
い数値を示してヤる .5回では活力州85に増進することによって， Succinic D.H.G-aseも
培加し， Alka1ine P-aseは著しく減少するが 6回では活力が制85と同じ状態であるにも
かかわらず SuccinicD. H. G-as巴は低下し，ここにも未成熟精子の現象が発現される.
この時には又AcidP-aseの増加もあらわれる .7回では活力は桝80と減少することによっ
て， Succinic D. H. G-aseも平衡して減少し， Acid P-aseもこれに伴って変化している.
これまでの精子活力と SucinicD. H. G-aseの増減現象はNo.1，No.2の6固までの成績
と大体同じ傾向を示しているが 8回から12固までの精子活力と SuccinicD. H. G-ase 
の関係はNo.1，No.2の時と異なり平衡が保たれている.市JI，小倉39)が豚の精子濃度と
P-aseとの関係について，濃度の高いもの程，精液 P-aseは両方とも低いものより高い数
値を示すことを報告しているが，乳牛精液の P-aseは豚精液とは異った組成を示してい
る.
VI.小括
1.受胎率を雄側からみると ，月J:lIJの変動があり 4月 5月に低く，6月に上昇して 3
8月に干写び低下し 9月に最高になり ，10月から減少し始めてゆるい低下が続くようにな
る.個体差は 1月 2月 3月 5月 6月 8月に大きく 4月 9月， 10月， 11月，
12月には小さい結果が得られた.精子活力を検討すると，精子活力が梢70から#195までの
範囲においては，飼料の精子活力への影響は，まちまちであるが，飼料給与による影響も
あることが認められるので，栄養率を変化させて，その時の精液性状を調べてみると，栄
養率が狭い時に精子数の増加が認められるが，精子活力と精子数の平衡はなかった.
2. Succinic D. H. G-aseと P-aseにおいては，Alkaline P -aseとSuccinicD. H. G-as巴
は時期的又個体的変化が現われるが， Acid P-aseにはその変化が余り現われない.
3.精子活力のよい精首長程 AlkalineP-as巴は低い傾向を示し， Acicl P-aseの量的変化
が顕著でなかった.
4.未成熟精子の多レと思われる精械におU、ては Acic1P-as巴が増加し，又 Alkaline
P-as巴の量的変化がおこる.且つ SucciuicD. H. G-aseの量的増減があるこ とは，精子活
力と SuccinicD. H. G-aseの聞には関係が少ないことを示している.
第 2章 無精子症宰丸の組織化学的検討
1.意義
所謂， Aspermiaに於ける造精細胞の変化を Brachet，J & R. Leener45)の細胞分割期，
分裂中期の D巴回xyribosenucleic acicl (DNA)消長，即ち分割期の休止核は DNAをもた
ないが，分裂中の Chromosomeはそれを豊富にもってし、ると云う細胞化学的証明と ，
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Wright， S62)63)の細胞の新陳代謝における栄養と核蛋白質の関係，即ち核中の核蛋白質が
代謝により細胞質内において核酸と蛋白質に分離されてその蛋白質が細胞質固有の基質と
共に酵素作用によって変性を受けて特有の細胞内生産物を生ずると云う細胞内組成の変化
を解析した考え方から，無造精機能に関与する細胞の変性過程を考察し若干の検討を試み
た.
u .研究史
造精機能は，Systemic stressによって，機能退化を伴う特質的変化を受けることが確認
されている.即ち造精作用にあずかる細胞はその Systemicstressに対して著しく鋭敏で
あるが，その stressが強度で且つ作用時聞が長期に亘る時は， Sertoli cel， Spermatoseries 
(即ち Spermatogonia，Primary spermatocytes) の殆んどが変性退化して細精管上皮細胞は
崩援し， 多核巨大細胞の Spermatocytesがそれに代って出現する.この時期には間質の
Leydig celsも退化して皐丸組織は Embryo期の Whiteheat，R. H64)， Rowland， 1.W & 
F.W. R. Branbe1158)の報告しているような未分化な組織像をとるのであって，之等の退化
現象は Rabbit宰丸の透熱，放射熱処置によっても又，間質組織においては Edemeと出
血現象があらわれ，Germinalepitheliumの Necrosisがその組織の小さな面積にみられ，
GerminalepitheliumのNuc¥eusは Simpl巴Pyknosis(DNA消失)から完全な Karyolysisま
で種々な変性像を呈する様になり，その Keimepithelが核質変化の巨細胞と硝子機変性の
Plasmaをもった細胞となってその後に出現し(即ち，Prot巴in変性)， それに続いて核質中
の Acidophiliaが崩嬢され(民IJち，DNA消失)その物質が Genninalepitheliumの内腔に
みたされてくる.それ等の間質組織の変化に伴って細精管上皮においては， Ratの死後2
時間では， S巴condaryspermatocytes (2nd SPC)は Prophaseを中止するが，SPCは死後
16時間でも Mitoseがみられ，且つ僅かではあるがProphaseがあることと，Spermatogon ia
(SPG)は死後8時間までは Mitos巴があるが，その後には Prophaseがないことを R∞sen，
E.C57) ，有森46)47)48)が報告してし、る.この現象から最初に2ndSPCが変性してSperonatotid
(SPTD)， Spermに至る過程が中断され，それから SPCの順序で変化が及ぶものと思われ
る.このことは， Hill， E.C53)の実験によっても皐丸の異常発育において血管新生があるこ
とから間質組織は正常の場合と異った変化を受けることが知られているが， Lockwood， C. 
B55)も又同じ現象を報告している.これらの間質組織の変化によって，間細胞が変性を受
けることは当然と思われるので間質細胞の変性からの造精細胞の変化を研究したものであ
る.
1I.材料及び方法
1 .研究材料
農林省農業技術研究所家畜部において， Asp巴rmiaと診断された種豚B26-25，Y30-80， 
L129-1の計3頭，神奈川県種畜場の廃用種豚，東京都東村山と畜場において殺処分され
た農家所有廃用種豚の計2頭，東京都松岡研究所のワクチン検定使用豚(3ヶ月) 3頭，
並びに正常成熟豚の Para伍n封入材料は農技研家畜部の御厚意によった.皐丸新鮮臓器所
見は，家畜部 Aspermia翠丸は Formalinづけのため不明なるも，村山種豚は皐丸，国IJ生
殖器ともに著明な病変はなく，神奈川種目家は皐丸割面に粟粒機黄色色素頼粒がみられ，検
定使用豚においては正常所見であった.標本作成は皐上体尾，皐上体頭を結ぶ線から肇丸
背面に刀を入れて両側に聞き，その右側半分を研究に供し，左側半分は標本材料とした.
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組織固定は，白1莫と宰丸網の聞を採取しておこなうと同時に冨IJ生殖器(特に皐上体部を含
めて)組織の固定をおこない雨後の研究用として保存した:
2.研究方法
i )国定並びに研究方法
組織固定としては， Haematoxyline-Eosin は Bouin-fluid. Desoxyribose nucleic acid， 
Polysaccharidesには Camoyfluid. Lipoid. Lipoprotein， Ketostroid， Ketosteroids-Protein 
Complexには Bufferedformalin fluid (P. H. 7.0). Trichrom には Zenckersfluid. Deso. 
xyribose nucleotidesには Chromfluid. Sudan好性には Bufferedformalin fluid に 2~3 日
Fixし氷結切片にして染色，その他は常法通り脱水， Paraffin 封埋して 3~5μ として特殊
染色に供した.組織化学の生命である染色法には多くの方法が報告されているが，
Staintecknologyに報告されているものの中で実際に実施して信頼の高い方法と市川法54)と
を用いた.即ちDNAには Feulgenr巴actionの市川法54)，PolysaccharideにはHotchkissMc-
Manus methode， Lipoidには Hack'sprocedure for Lipoids app1ied to plasmalの市川法54)，
Sudan好性には Feldmanprocedure for Sudan black B stain for lipoid， Lipoproteinには
Lillie's p巴rformicacid Schiff reaction for ceroid as a I ipoprotein ， Ketost巴roidには Ashbel
& Seligman methode usind with 3-hydroxy-2-naphthoic acid hydrochloride for Ketosteroid， 
Ketosteroid Protein Compl巴xに:i:Zinsser's methode， Trichromには Masson'sStaining， 
D巴soxyribos巴 nucleotidesには Hamazaki's carbo1ic-jod proced ure，固有色素は無染色標本で
おこなった.
i)細胞の記載は，細精管上皮，間質に分けておこない，造精作用に関与する細胞の
Pathological分類は Obemdorfの Sp巴rmatogenogrammによりおこなって夫等の変性細胞
についての核，細胞の変型，変状に細胞化学的検討を実施した.
ii)細精管上皮と間質の面積細胞の比は標本の X200倍の投影図について Planimeter
で面積を測定して算出した.
N.成績
1.細胞の変状とその特性について
細精管上皮の Spermatogenesisの Pathological所見は Oberndorfの分類によった.第6
図参照.これを解説すれば第9表の如くなり，本研究材料の Aspermia廃用種豚は細精管
内に Spermが現存 (Plate2， 3 Plate 13) しているのでl. n型である.これらの型から
造精作用を考える時に明らかに SPG，SPC， SPTDの細胞学的な性状の変化と関連がある
ように思われる.Tobias，P6l)は Spermatogenesisに関する細胞分裂過程を明瞭に分類した.
即ち Dust1ikespermatogonial nucl巴iと SPCの各 Nuclei の性状との関係を GroupA， 
Dust like spermatogonial nucleiと Premeioticnucleiの出現した SPCの各 Nucleicの性
状との関係を GroupB として， Group A， Group B を SPG，Primary， SPC， 2nd SPC， 
SPTD， Spermの組合せにおいて Spermatogeneticcycleを検討している.第7図参照.
Spermatogonogramm， Spermatogen巴ticcycleによる細胞学的検討をする前に Aspermia
廃用種豚 3ヶ月検定使用豚，正常成熟豚について，細精管上皮，間質細胞を比較検討し
てみると 3ヶ月検定使用豚，正常成熟豚においては，細胞学的には正常細胞であって細
精管と間質との面積の比も大体等しい値を示している.然し乍ら Aspermia廃用豚におい
ては細胞学的に異常形態が多くみられる.即ちA，細精管上皮細胞 1，SPGのHyperchro・
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Fig. 7. TobiasのSpermatogeniccycl巴の
相の連続についての図解的実例
Abbreviations : 
2nd SPC (Secondary spermatocyte) 
SPTD (Spermatid) 
D (Dust-like sp巴rmatogonium)
PM/a (First generation of crust-lik巴spermatogonia)
PM/b (Second generation of crust-like spermatogonia) 
PL (Preleptotene) L (Leptote悶)
Lz (Lepto-zygotene) Z (Zygotene) 
Zp (Zygo-pachytene) P (Pachytene) 
PDp (Pachy-diplotene) Dp (Diplstene) 
DK (Diakinesis) MA (Metaphase-anaphase) 
Tr (Metamorphosingspermatids) 
C (Columns or bundles of sp巴rm)
W (Sperms with drawing from sertolian cytoplasm) 
Lu (Sperms lining lumen) 
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matosis of nucleus wall:これ
は Nucleushydropsの前段階
の変化像.2， SPGの Chro・
mosome崩嬢 3，SPG の
Vacuolar-deg巴neration，これ
からも Nucleushydropsに変
化する.4， SPTDのRis巴ncels
出現.5， Sp巴rmの黄色色素
沈着.B，間質細胞.1， Ka-
ryolysis. 2， Pylmosis. 3， 
Nucleus hypertropyの核型変
状を示す.以上の所見 より
Spermatogenesisの異常には次
の型があると思われる.即ち，
第 1にはSpermatogenesisが正
常であって も， Spermatogenic 
seriesにおいてKernbandhyper
chromatos巴があって Chromo-
の一部崩擦の現象がお
こり ，而も Risencelsの出現
があって， SPTDがバナナ様
業状になって休止 している.
第2には， Sp巴rmatogenesisの
some 
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認められるものにあってもSl'CのVacuo¥ar-degenerationがある.これは明らかに Nuc¥eus
segmentationが弱いことを示してU、る.第 九には おpermalogenencsisの弱u、ものは 舟生に
Spcrmatogenic scriesのSPGにおし、て Karyolysisが認められ， N~Il JJ包 自1*がEosinophile cels 
になって蛍自体に変性してヤる.
2.細胞化学的所見
A日間rrllmで最も顕執:な組織変化はお1精管 1-.皮の Atrophyであり，その結烈:，間断の占
める[面積は大になって，正常成熟星島丸に比較するとIH1細胞の脂肪化が強u、もの程間質の占
める面積が大となる傾向にある.(Platc 1正常， Plate 2 Aspermia， Plat巴 3村11)，間細胞
の脂肪変性は，17 -Ketosteroidの分泌障害をおこすことが考えられるので，この細胞の変
性は性腺機能を低下させるこ とになる. 議丸機能はIY'Jらかに，制精管と間質の細胞機能に
よって保持されているから， 所調 Aspermiaを細精管上皮細胞だけの問題として，これか
ら，無造精機能を明らかにすることは不可能と恩われる.このことから，間細胞内の変性
が，細精管上皮細胞に如何なる作用を与えているかを明らかにすることによって，造特作
用の奥fit-を究明する事:にした.最初， 1E染色で問細胞を鋭1会する と， :iE'i:;問剥1胞にもi炎黄
色頼粒が認められるが， Aspermiaでは黄色色素 (以下，色素と略す)をもった頼粉.が細
胞質の大部分を I'_iめて点在する.これらの願粒に Plasma¥反応， Sudan black B染 色 を
おこなうと 3 ヶ月豚は(一)-~(+) ， 正常成熟豚は (一)である . この現象については
Wislocki， G， B5) も間以なことを鹿につU、て報告している.然し色素は強度のIi.応を示す
ので，この物質は脂肪であることには間違いなU、と思われる.これらの色索願粒をもった
問細胞の殆んどが核の変性即ち， l'くaryolysisを示しているので DNA反応，D巴soxyri¥沿se
l1uc¥eotide 反応をおこなう と明らかに陽性反応を示すので，これ九の物償は核の崩嬢p?，:物
Tahlc 9 Spcrmatogonogrammの，i兄!IJl
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Table 10 細精管上皮細胞の細胞学的観祭(無精子症，廃用 3ヶ月，正常成熟，胎児)
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であることが判明する.脂蛋白染色においても陽性であることから核蛋白変性の頼粒であ
ることを知る.多糖類反応においても ，この頼粒は陽性であるから，色素は核酸の変性し
たものと多糖類脂蛋白との複合体であることを確認することが出来る. 但し Ketosteroid
反応は除性又は弱陽性である 第10表参照.
Aspermiaにおける細精管上皮細胞の状態は Oberndorfによる¥， I型であるが，これら
の構成細胞の性状は必ずしもDNAによる細胞分類の Tobias，pGl)の Spermatogeneticcycle 
とは一致しない結果を得た.即ち，正常成熟皐丸は Bix4 (Plate 4)で数多くの Preleptone
sp巴rmotocyticnucleiをもった細胞が基底膜上に出現しPrimarySPCはPachyt巴nestageの
ものであって， Spermは腺腔の中に存在している. 3ヶ月皐丸においては Ai(Plate 5) 
であって 4群の細胞が存在する.即ち， Dust-like SPG， Leptone primary SPG， M巴tamo・
rphosing SPTD，の細胞である.所謂 Aspermia皐丸においては次の様な細胞が存在して
いる.即ち B26-25は Dust-liω をもたない SPG，SPTDの残存があって後の Seri巴Sを
全く欠如している (Plate6)， Y30-80は Bvi，Bix (Plate 7)で Crust-likenucleiが基底膿
に沿って出現し， Pachytene primary SPC， SPTDの数が多くなり， Bundles of spermが
腺腔に後退する.正常成熟と同じ像である. L129-1は Bix(Plate 8)で正常成熟と同じ
像である.村山廃用皐丸は Bvi，Bviiで Bviは Y30-80と同じ細胞像であって， (Plate 9) 
は Crustlik巴 SPGが多くなるが，Pachyten巴 SPC，SPTDと僅かの Spermが存在する.
神奈川廃用皐丸は Ai~Aiii ， Bviの幅の広い細胞像を持つ Ai~Aiii (Plate 10)は Dust-
Fig.8. 細精管ヒ皮細胞の細胞学的特徴(1!V;精子症，廃用 3ヶ月，未成熟)
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T'able 11 間質細胞と細精管上皮細胞の病理学的観察と間質と細精管の面積比(無精子症，廃用 3ヶ月， 正常成熟)
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Table 12 細精管上皮細胞の SPG，SPC， SPTDの細胞学的観察 (正常成熟 3ヶ月)
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Table 13 廃用の細精管上皮細胞の SPG，SPC， SPTDの細胞学的観察
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like SPGが Leptolleから Zygoteleに変化して Mitoseをおこない， Leptolle primary 
SPCは Zygotelleになり， Pachy diplot巴leprimary SPCは Diakilesisをなして，最初の
Meiotic divisionのMetaphaseとAnaphas巴を経て更に分裂を続けて2ndSPCとBundlesof 
spermに至る.BviはY30-80と同じ細胞像である .以上の細胞学的特徴を Spermatogelletic
cyde にあてはめてみると次の結果が得られた.第8図参照.
即ち，神奈川廃用皐丸は例外として，造精機能の源、であるべき SPGの分裂形態の異常
が Asp巴rmiaの細胞学的特徴になる と恩われる.この SPG変性が細精管上皮細胞の性状
に作用すると思われるので之等の各々の細胞について細胞化学的観察を実施して，次の結
果が得られた.第13表，第14表参照.即ち，正常成熟皐丸とAspermia宰丸との特質的相
違点は Lipoid，Lipoprotein反応におU、て SPG，SPC， SPTD， Spermが Aspermiaでは
強陽性を示すことである.廃用星雲丸においても Asp巴rmiaに近い陽性反応を示している.
Polysaccharides反応は正常成熟皐丸においては SPTDのAzuJ様小体にのみ強陽性 (Plate
12)であるが，Aspermiaにあっては Spermatogenicseries細胞の全部が Di任us巴に陽性反
応を示し，造精機能の僅かに低下していると思われる村山廃用皐丸においてのみSPTDの
Azul様小体が強陽性を示すが，その小体が Lipoproteidに変性していく事は興味深いもの
がある.浜崎氏の Desoxyribosenucleotide反応は，正常成熟皐丸は陰性であるがAspermia
にあっては， 全部の核及び頼粒に陽性にあ らわれるが， Spermにおい ては陰性である.
Sudan好性は， Aspermiaにおいて陽性であることから間細胞の脂肪変性に類似の細胞変
性を起していることを知る.
y.考察
造精機能が変化を受けること は， 細精管と間質・の聞の質的量的平衡が失なわれる ことが
最も根本的原因のように思われる.この平衡が崩れることは Moor，C. R56)が成犬皐丸の
Cryptochid testisにおいて可能であることを報告しAllen，E. et a14)も発生途上の胎児暴
丸について内分泌学的に細精管と間質の比較をおこなって同様の結果を報告している.又
それらの比較については多くHormonalな研究方法が取られているが， Hormonal的検討
をする前に，改めて Aspermiaを局所的に検討する必要があると思う.Semenは 1) 
Nutrient plasma， 2) Plostata， 3) Seminal vesicle， 4) Various other glandの各外分泌
液を主成分としているので， Semenの状態を検討するためには， SpermとSeminalplasma 
に区別して考える必要がある.この事は Do巴fmer，Rl)も Aspermiaに関する論議の中で，
Asp巴rmiaなる現象はAzoospermie(精虫欠乏)と Oligospermie(精液欠之)の両面から比
較検討する必要があると述べている.この報告は細精管と間質の機能を Combinateしたも
のと して注目に価するものであって，Wislocki， G. B5)も生殖機能と Spermatogenesisが
季節的変化を受ける ことを報告していること から併せ考え， 造精機能を検討す る時には
Absenc巴ofdevelopment of Spermatozoaである Aspermatogenesis，Azoosp巴rmieとFailur巴
of formation or emission of semenである Oligoseprmieを綜合的に究明する必要がある.
又 Coujard，R49)はAspermatogenesisは前立腺神経叢と皐丸神経との関連性からも起り得
る事を興味ある実験成績をあげて報告しているが，この事は Azoospermi巴における Asp巴・
rmatogenesis的因子と， Oligospermieとの間に無造精機能の要因が含まれている ことを示
唆しているように思われる.然し乍ら ，Asp巴rmiaの顕著な細胞変化は，造精細胞，問細
胞共に細胞の 1)Atrophy， 2) Hypertrophy並びに Hyperplasia， 3) Degeneration， ，1)
79 
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Malfoflnation， (i) Aplasia， (ii) Hypoplasiaであって，これらの変化はすべて Stressによっ
て起り得る病理学的細胞像である事は， Seiy巴， H59)も報告している.ここにおいて Stress
に対する生体反応の問題が生じてくるのであって，無造精機能もこれらの変性を受けた細
胞が SpermatogenesisのS巴nesを乱して Sperm生成を中断するか， Sp巴r11の変性にまで
波及して死の段階に至らしめるかのどちらかであろうと思われる .OberndorfのShemaか
ら検討しでもSPGの死が造精機能に大きな障害をなす事は，著者の精系挫滅による実験96)
においても又 SPTD，SPCよりも SPGの変性が早く来ることを成績として得ているが，
この成績結果を R∞sen，E. C5!)の成績と比較すると造精作用に変化を受けた場合， Primary 
SPCの MitoseはSPGよりも長時間分裂を続けている.即ち， SPGよりも変性を受け難
い訳であるが，この違いは Fogg，L. C & R. F. Cowing52)がRodio-sensibilityの Resistant
として SPG，SPCの再生を考えた場合 7 再生された SPGの核は R巴ticulu111(DNA大)の
消失によって特徴づけられるが， SPC形成の方向における分化の維持は R巴ticulumの保
有によって認められ，且つSPCの分裂過程の細胞が， Mitose中の又は休止期の SPGより
も刺激に対して Resistantであると報告している.又 Clermoney，y50) Sibotani. A附江
上51)が SPGの破壊によって， DNAが消失するが，その反対に SPCの分裂には原形質の
RNAが減少することを報告している .これらのことを綜合すると所調 Asp巴rmiaにおヤ
ては再生されたSPGは，只変性の過程をたどり，その分化分裂像がもたれないということ
になる.又精子形成過程における SPGが First-generationで休止期に入り ，Sp巴rmが
Sertolian cytoplasmaから引き離されて，バナナ様業状となって Lipoprotein変性を受けて
いる.廃用j隊皐丸も，その変性像は Aspermiafこ類似し， SPGは， Second-generationで
休止期に入り， Sper111は Lipoprotein変性を同じく受けている.これらの SPGの変性過
程をみると，必ず核壁の Pyknosis，Vacuolar-degeneration， Nucleus-hydrops， Chromosome 
の一部崩壊があり，又核が塩基性の強い塊り，即ち DNAが濃縮されてから消失される現
象をとるので，Pyknosisが DNAの含有大なる細胞として， Spermatogentic cycleと比較
する時に誤認され易ャように思われる.Nucleus-hydropsになると DNAは Lipoproteinの
複合体の形になり，変性を続けてSPGの細胞機能は，休止期の状態になる.これらの変性
像は間細胞においてもみられ，所調 Aspermiaの造精機能障害は最初間質組織の変性によ
る影響が，物質代謝障害の形で，和l精管との聞で機能的平衡を破る作用に働き，細精管を
Atrophyさせる要因を与えるために， Spennatogenesisに関与する細胞，殊tこSPGが大き
な影響を直接に受けて急激な変性に入るものと思われる.又Fogg，L. C. & R. F. Cowing52) 
によれば， SPCに変化があって，その変性退化したSPCを補足する機能が新らしく形成さ
れるSPCによって具現される ことから，精子-形成過程の各細胞に異常が現われ，そのため
にSPTDから Sp巴nnに至る過程が阻害されて，造精機能の障害がおこるものと恩われる.
¥'1.小括
Asp巴1・111mの無造精機能につし、て，細1脊管上J文細胞， rH1 質・ N~II)I包の刻11)1包化学的考案を実施
し次の結論を得た.
1.問細胞頼粒の黄色色素は，核酸，多精類， )1旨蛋自の複合体である.
2.間細胞の Lipoprot巴inが允進する時に Sp巴rmにおいても，黄色色素沈着が発現する.
3. Sp巴rmatogoniaの変性は，核の Pylmosis，Karyolysis Nucleus-hydropsの蛋白変性，そ
の時の細胞内の RNAの量的変化が伴っておこっている.
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4. Spennatogoniaの変性による精子形成過程の各細胞の分裂障害が，特に Spermatid，
Spermに物質変性を与え，それらの細胞変性が，細精管の内j陸を蛋白変性にして，無造
精機能の要因ならしめているように思われる.
第3章 血清蛋白と事丸組織との関係
ト意 義
精子活力は飼料構成の影響によって検討するより，精液成分の AcidP-aseとAlkaline
P-aseとの量的関係と活力阻害因子を，時期的変化に求めて究明した方がよいと恩われる.
一方皐丸の組織においては，造精機能の減少又は停止しているものは，明らかに精子形成
の諸細胞に脂蛋白変性があり ，且つ細精管の内腔にも蛋白変性がおきて，無造精機能の要
因ならしめている.又皐丸間質組織に分布する血管の肥大肥厚が，機能減少，停止期に著
明に現われ，且つ精探含有の蛋白脂質が精子活力に関与することから，血清蛋白と皐丸の
造精機能との関係を研究し，血清蛋白， 特に Albumin変化を起した時に造精機能が知何
に影響されるかを調べた.
i研究史
C. J. Bradish. W. M. Henderson & J. B. Br∞ksby65)は口蹄疫予防のために各種の系統
の注射をおこなって，血清蛋自分画像の変化を調べ，予防注射前の正常な生理状態では，
血清蛋白の%含有量は Albumin(Alb.)が最高で r-Globulin(r-g1ob.)，α-glob.， s-glob.の
順であるが，注射継続中は s-glob.r-g1ob.の変動が顕著であることを報告している.J. B. 
Marsh & David， L. Drabkin32)は血液の蛋白減少時には，尿の中に Albumin-urinとして
の蛋白損失が起り ，一方肝臓からの蛋白合成が増加されて補充されるために血清Albumin
の増加が起ることを論じている.Shoenbach， E. B. et a166) Milder， G. B.巴ta167)， Boyland， 
E. et al，68)等は悪性腫協における総血清蛋白の減少はAlbUlninの減少が主体であって，glob. 
の中でも α-glob.は比較的増加することを報告している.平井69)は血清Alb.減少が発現
する原因についての論説の中で， (1) Alb.の合成素材の不足:栄養不足，栄養素の給与
が充分でも吸収不全の時，文生体に特に重要な蛋白を合成する際，合成素材が優先的にそ
ちらへ廻わされる場合も素材不足になると思われる.(2) Alb.の合成機能の低下:肝機能
の不全は著明な Alb.の減少. (3) Alb.の体外亡失:尿中等.(4) Alb.の体内消費の増大 :
Alb.の消費量が合成量を上まわれば，Alb.の減少が現われてよい.例えば，炎症組織，腫
揚組織等で蛋白消耗のある場合，炎症組織における蛋自分解反応が盛んなためAlb.も分解
を受けることが考えられると述べ，又低蛋白食餌と血援蛋白質の聞には，Alb.の低下が著
明であって， α-glob.の軽度増加，又 s-glob.の増加もみられることから，血清Alb.は“栄
養蛋白質"とでも名づけられる性格をもち，体内において必要に応じて容易に分解を受け
ることを併せ報告している.又横田，大矢70)は低蛋白食餌実験群では血清蛋自の総蛋白濃
度の減少， Alb.の著明な減少，α-glob.はAlb.と同様の消長，s-glod.， r-g1ob.の増加が見
られたと報告し，有賀71)も同様な結論を発表している.H. E. Weimer & H. Nishihara72) 
は蛋白排池と血清 Glycoprot巴in濃度の消耗についての論文の中で血清の炭水化物含有蛋白
の増加は悪液質(例えば癌，結核等)の病態時に特質が示されて来たが，体組織の退化は
血清 glycoprotein量の上昇で検討されるべきであると論議している.とのことから著者は，
血清蛋白の変化と拳丸機能の関連について研究したものである.
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1.材料及び方法
実験動物には当教室所有の昭和33年度に予備実験に供した個体的特質の明らかなザーネ
ン種雄山羊5頭と間性1頭を使用した.実験期間は，昭和34年1月19日から 3月18日に至
る51日間とした.採血は実験期間を通じて15回実施し，常法の通り血清を分離して，血清
蛋白測定試料とし，星雲丸 Biopsyは人間生検針を用いて実験期間を通じて 9回実施し，
Carnoy固定後多糖類のための Lillie氏法54)を用いて，組織染色をおこなった.血清蛋自
分画は浦紙電気泳動法によりおこない光電光度計で分画値を測定した.実験中の飼料構成
は，栄養率 (NR) が 1.8~11.7になる給与法を取って，本実験期間を 8 日とし，給与飼料の
効果残存期間を予備試験から 3日間として，実験を実施した.
N.成績
供試山羊の実験中の飼料構成は，標準飼料として，青刈デントコンエンシレージ，乾草
の給与期(標準期)， NRを変化させた第 1期，第2期，第3期，その給与期から次の給与
期への移行期，実験中の飼料の影響が残存すると思われる期(残存期)に大別して，その
時期から血液，皐丸組織を採取した.飼料構成のNRは次のようである.供試山羊No.1，
No.2は標準期 NR=l:7.0，第1期 NR=l:9.0 (燕麦乾草)，第2期，第3期 NR=l:4.6 
(けフスマ)，1供共試山羊Noム No
期，第3期NR=l:17.0 (ビ トーパ/レプ)，供試山羊No.6は標準期 NR=l:-7.0， 第 1期
NR= 1: 5.9 (畦畔乾草)，第2期 NR=l:4.5 (牧草乾草)，第3期 NR=l:1.8 (ラデノク
ローパー乾草)，供試山羊No.7は，標準期NR=l:7ム第1期 NR=l:9.0 (燕麦乾草)，
第2期 NR=l:4.0 (青刈大豆乾草)，第3期 NR=l:11.7 (トウモロコシエンシレージ).
採血 (No)，皐丸 Biopsy(0) の回数は，標準期No.1;①，②，第1期No.2;③， 第 1期、
移行期No.3，第2期No.4，No.5， No.6;④第2期移行期Noム第3期No.8，No.9， No.10; 
⑤，⑥残存期No.1， No.12;⑦，⑧標準期No.13，No.14， No. 15;⑨の計血清15回分， 星雲
丸 Biopsyの組織9検体について研究を実施した.血清蛋自分画は各供試山羊血清につい
て(1)標準期と移行期の血清蛋白組成の比較， (2)標準期と第 1期の血清蛋白組成の比較， (3) 
第1期からの移行期と第 2期の血清蛋白組成の比較，(4)第2期からの移行期と第 3期の血
清蛋白組成の比較， (5)残存期と標準期の血清蛋白組成の比較， (6)標準期血清組成の時期的
変化を調べた.glob.の1，2， 3， 4，とは l=r，2=s2， 3=s.， 4=αである.供試山羊
No.1， No.2の飼料構成は同じであるので，実験成績を一括して検討してみると， (1)即ち標
準期と移行期の血清蛋白組成の共通な現象としては，標準期に比べて Alb.が減少してい
る.No.1では'1-，2-g1ob.のi菌加， 3-， 1-g1ob.の減少， No.2では4-，1-g1ob.の増加， 3-
glob.の減少が認められる.第9図参照.(2)即ち標準期と NR=9.0給与期の比較において
は，No.1では Alb.の増加， No.2では逆に Alb.の減少が起きている .No.1のAlb.の増
加は1-g1ob.の減少に起因し， No.2の Alb.の減少は 2-g1ob.の増加に起因する.第10図参
照.(3)即ち NR=9.0給与期からの移行期と NR=4.6給与期の比較においては Alb.の減少
の傾向はあるが，No.1においては過栄養の様な状態，即ち Alb.の異常増加が第 6回の血
清にみられる.この原因は 2-，1-g1ob.の減少によるもの，又一般的に Alb.の減少は 2-，
4-g1ob.の増加に起因する.第11図参照.(4)即ち NR=4.6給与期からの移行期と ，再び同
じNRで給与した時の比較においては Alb.の減少が顕著である.この減少の素因は血清総
蛋白量における (Alb.量は大体において変化なく， むしろ増量する傾向もあるが)， 2-， 
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Fi. 9. 標準期と各移行WJの分画の比較
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Fig， 13. 残存J!!Jと際i¥tJVJの分画の比較
!一 一 回 b I-，rl A'b.1附 1.1A/G 1 1 2 1 3 1 4 
111 (1 叫 (2 悶 (0 倒 (3;~?)I ，ry， I 0.64 
ム 2051 353 1 95 1 421 1 1074 
/ 1¥ L l 1 ¥ 12 (1.44) (2.98) (0.21) (2.86) 
1338 I 0.61 × 258 533 37 510 
ll(l問問州吋 (34.26~) I 970 1 0.93 o 1 173 1 94 1 129 1 10 
.d 
N・2
，. 。
~ . 
之。
I~~ -1汁b3I4lAihlゐI'!A/G
(0.646)(2.02) l' nU1k υ 
213 I 41 106 I 336 I 1073 
121(IM)(2Y) (0.52) (2.03) 111:~ I 0.42 85 333 
(1.82) 1 (0.64) (0.596 ) (1.99) 
900 I 0.66 325 I 114 10 355 
8・ Q 
H・ Fig.14， 実験後の1寺則的変化の分画の比較
… …
?
??
?
??
?
?
? ?
?????
??
? ? ?
/. 
6・
.lO 
~. . .2 
e・
4・
~ 
1-1-1 汗bii 4-=-1 A'b.1総計 IA/G 
Z日51矧(12)1(官同副二oI 0.9; 
13 
14(1.986)(0.736 )(121)(0.89)(2.8111058 
口 396I 146 I 241: 178 I 562 I 1523 
15(1.6603)(0.896)(0.92)(0.55)(290) 1| 073 
x I 263 I 146 I 151 I 90 I 475 I 1125 
口一ー一一←一一一一一一一一 一ー一回
?
? ， ?
? ?
? ?
?
?
?
? ?
??
?? ?
?
85 
:W 山形大学紀要(農学)第4巻第立号
Ko.4- Fig. 15. 標準則と各移行期の分闘の比較
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Fig. 17. 第 1)切からの移行期と第 2)切の分画の比較
'? Glob. I A" I .，"，，.1. 1 
肘 INO.'" " A 一一一一←一一一一一一1Alb.1総計IA/G" 1 1 1 2 I 3 1 4 1 ..~_ . 1 '"'' I 
/. 
ド
3 (21a臥7392893719q1  l(L叫 (9~5.?)1 (2;~~) 1 < nnn 1 0凹0 1 233 1 359 1 1 13 1 565 1 1270 
~ I (?;，l!，9)i (~}nO)1 I (9}，2)1 (2，:~~) I < <.n I 0.96 
6117712591 11441 56211142 
~ I (?J，9)i (?~o6) 1 I (~~5nO)1 (2，:~~) I < nnn I 0.85 口 1081 1 289 1 504 1 1092 
ぇe
6(111)|(084)(0町 0.64)1(加)1 < < n， 1 0.81 
x 1 226 1 172 1 128 1 131 1 53"1 1 1194 
NI.!; ロ
/. 
0.50 
1.03 
0.54 
之e
Fig. 18. 第2WJからの移行WJc第 3:)!:J]の分闘の比較
r. r 1 1 2Q!?b31 4-1 AThl総HIA/G
4・ 7(13m124iM 1 
(046)(日 7)!仰問 (2.57) 0.87 
0  23 99 1 1231 186 559 1199 
8(0(40.63 匂 (3.20) 0.66 
61 241 18 550 1377 
~. 9 (1.1F2 0) (3.8) (0.74) (2.93) 0.51 口 17 594 116 458 1340 
u 
10 (om)|(2臼 (0.46) (3.20) 0.86 
× 89 I 375 65 456 985 
ロ
，. I t{o.!; 
I 
Alb同丙A/GGlob. 2 1 3 14 
j. 
7 (2.21) 
(0.89) (017.1 0)(1.57) 0.41 538 216 383 1308 
.， 8 (1.26) (2.23) (0.63) (1.73) 0.41 308 543 154 421 1426 
9 (1.07) (2.44) (0.52) (1.98) 0.49 222 508 108 413 1251 
". 
10 (1.17) (2.01) (0.52) (2.80) 0.75 156 268 69 372 865 
87 
30 皐丸機能並びに精子活力に及ぼすf*r夜成分変動の影響一一一有森
1'. I No，'-ト * 
Fig.19. 残(f.期と標準期の分闘の比較・
a， 
~O 
~. 
No ~ 
A 
'0 
j. 
何
20 
|寸寸19半了T 4 I Alb.1総計IA/G
11 (1.36) 0.72 
ム 307 IJ95 I 582 I 1384 
12 (1.95) (2.51) (0.49) I (3.40) 0.84 
× 157 381 74 515 1127 
1 I (2.18) (0.75) (0.71) (3.09) 0.84 O 295 102 96 417 910 
1-1下手平打 '!I Alb.1総HIA/G 
川(15)|||(221(2211mlo73
21 (法)|(15)||(oii)|(52)|附 1 0.5，1 
1 1 (官)|lt!?| 同)1(潔)I 89S 
? ? ，??』，?? ? Fig. 20. ?I~験後のlI!iJ倒的変化の分両の比較
j. 
/0 
必.
j. 
与。
~ 
」工土2E上土並!とj州 A/G
1(218L|(075) | (0.71) (3.09) 
O 295 102 96 417 910 0.84 
13 (1.17) (1.34) (0.51) (2.68) 
ム 259 298 114 595 1266 0.88 
14 (1.14) (1.71) (0.65) (2.50) 
口 233 349 133 511 1226 0.71 
15 (0.93) (0.60) (017.82 4) (3.84) 
× 189 122 783 1266 1.62 
ロ
1--11FfE1帥 |総計IA/G
(0.59) (2.50) 
890 0.60 80 338 
(0.71) (25.20) 0 
1354 0.58 161 
(0.75 )(15.9348) i 
1691 0.46 207 
6 
率九機能波びに精子活力に及ぼす休液成分変動の影響一一有森 31 
No-6 
Fig. 21. 標準WJと各移行j拐の分闘の比較
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Fig.25. 残存・期と様i終期の分画iの比較
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Fig. 26. 実験後の|時期的変化の分画の比較
I 4いIb同:-IA/G
(2.00) (3.262 ) 1.02 
345 56 1110 
(0.56) (2.52) 0.71 
108 485 1161 
(0.54) (2.59) 0.79 115 551 1243 
両元~G1ib: 3 -，--4-T AIb.i飼い/G
1 0.79 O 343 47 187 115 551 1243 
13 (1.18) (0.32) (0.80) (0.35) (2.62) 0.98 A 241 65 163 72 534 1075 
14 (1.13) (1.10) (0.61) (2.90) 1.01 口 214 207 116 547 1084 
15 (0.86) (0.49) (0.50) (0.55) (2.51) 1.08 
× 76 99 102 113 533 1023 
Fig. 27. 標準期と各移行WJの分画の比較
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Fig. :30. 第2邦!からの移行期と第3期の分闘の比較
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Fig. 31. 残存期と標準期の分画の比較
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Fig. 32. 実験後の時期的変化の分画の比較
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1-g1ob.の相対的増加によって Alb.が組成から減少するものと思われる .第12図参照.(5) 
即ち飼料効果の残存期と標準期の比較においては，標準期に比ベて， Alb.が相対的に減少
し， 2-g1ob.の増量が顕著である.第13図参照.(6)即ち標準期血清の時期的変化は Alb.の
量的減少，増加の現象が時期的に現われている.即ちAlb.の相対的減少はNo.1では 2-glob.
の増加， No.2では 3-，1-g1ob.の増加に起因する.第14図参照.以上の成績が得られた.
供試山羊No.4，No.5の飼料構成は同じであるので，実験成績を一括して検討してみると
(1)即ち標準期と移行期の血清蛋白組成は No.1，No.2と同じく移行期には Alb.の量的減少
が認められるが第7回の実験のように Alb.の量的減少はあってもそのAlb/Glob比におい
ての増加は，2-g1ob.の減少が著しいことに起因する.第15図参照.(2)即ち標準期と NR=
5.9給与期の比較においては， No.4では Alb.は余り変化なく， No.5では Alb.の増加がみ
られる.この要因は 2-g1ob.の著しい減少による.第16図参照.(3)即ち NR=5.9給与期か
らの移行期と NR=17.0給与期の比較においては， No.1， No.2の時とは逆に Alb.の増加
が顕著である .No.5において Alb.の量の減少時にあたっての Alb.の相対的の増加は， 2-
glob.の著しい減少に起因する .第17図参照.(4)即ちNR=17.0給与期からの移行期と，再び
同じ NRで給与した時の比較においては Alb.の量的増加は顕著であるが，No.5での相対
的なAlb.の増加が認められないのは， 2-g1ob.の量的増加， 1-g1ob.の減少に起因する.No.4 
での相対的な Alb.の減少は， 4-， 2-g1ob.の増加に起因する.第18図参照.(5)即ち飼料効
果の残存期と標準期の比較においては，残存期は Alb.量の減少がみられる.この現象は
No.4では 4-g1ob.の量的増加と l-glob.の減少との関係， No.5ではその主として 2-glob.の
量的増加に起因する.第19図参照.(日)即ち;傑準期血清の時期的変化はNo.1，No.2の時と同
じく Alb.の量的減少，増加の現象が時期的に現われている.即ち Alb.の量的減少，増加
の現象が時期的に現われている.即ち Alb.の相対的減少は2-g1ob.の増加，No.5ではl-glob.
の増加に起因する.第20図参照.以上の成績が得られた.供試山羊 No.6の実験成績を検
討してみると，(1)即ち標準期と移行期の血清蛋白組成は，移行前期の飼料構成の影響を強
く持続し， No.1， Noム Noム No.5の時の様な特徴ある傾向は認められなかった.然し移
行期の Alb.の量的増加の時には， 1-g1ob.の減少， Alb.の量的減少の時には 3-g1ob.の顕著
な増加が認められた.第21図参照.(2)即ち標準期と NR=5.9給与期の比較において， Alb. 
の量的増加がみられ，これは 1-g1ob.の顕著な減少に起因する.第22図参照.(3)即ち NR=
5.9給与期からの移行期と NR=4.5給与期の比較においては， Alb.の減少が顕著に現われ
る，これは明らかに 1-g1ob.の量的減少に起因する.第23図参照.(4)即ち NR=4.5給与期
からの移行期と NR=1.8給与期の比較においては Alb.の量的増加が顕著に現われる.こ
の増加は2-g1ob.の量的減少に起因する.第24図参照.(5)即ち飼料効果の残存期と標準期と
の比較においては，残存期はAlb.の変動には顕著な差異が現われないが， Alb.量の異常
増加が第11回の血清にみられる.この現象は， 4-， 3-， 2-g1ob.の分画が出来ない血清組成
に起因するものと恩われる.第25図参照.(6)即ち標準血清の時期的変化は， Alb.の量的増
加が顕著に現われる.Alb.の相対的増加は， 1-g1ob.の量的減少に起因することは明らかで
ある.第26図参照.以上の成績が得られた.供試山羊 No.7の実験成績を検討してみると，
(1)即ち標準期と移行期の血清蛋白組成は， No.6の時と同じく特徴ある傾向は認められなか
った.然し移行期Alb.の量的増加の時には 2-，1-g1ob.の減少， Alb.の量的減少の時には
2-， 1-g1ob.の減少，Alb.の量的減少の時には No.6とは異なり glob.の各分画の平衡的減
92 
皐丸機能並びに精子活力に及ぼす休液成分変動の影響一一有森 35 
少がみられた.第27図参照.(2)即ち標準期と NR=9.0給与期の比較においては， Alb.の
量的増加がみられ，これは 4-，3-， 1-g1ob.の量的減少に起因する.第7.8図参照.(3)即ち
NR=9.0給与期からの移行期と NR=4.0給与期の比較においては Alb.の量的減少が顕著
に現われる.第 6恒|の実験を除いて，これは明らかに 1-g1ob.の量的減少に起因する.第
6回の実験はNo.6の(5)の時と同じく ，Alb.の増加は血清組成に起因するものと思われる.
第四国参照.(4)即ち NR=4.0給与期からの移行期と NR=1l.7給与期の比較においては，
Alb.の量的滑加は顕著であるが，この増加は 2-g1ob.の量的増加と関係があって，その結
果 Alb.の相対的減少が傾向的に現われる.第30図参照.(5)即ち飼料効果の残存期と標準
期の比較においては， Alb.の減少が現われる.これは 2-g1ob.の量的増加に起因する.第
11回の実験の Alb.の量的増加と Alb.の相対的減少は(4)と全く同じである.第31図参照.
(日)即ち標準期血清の時期的変化はNo.1，No.2， Noム No.5の時と同 じくAlb.の量的減少，
増加の現象が時期的に現われているが， Alb.の量的増加の時は4-g1ob.の増加を伴う血清
組成の異常に起因し， Alb.の量的減少は 4-g1ob.の増加に起因する.第32岡参照.以上の
成績が得られた.各供試山羊の血清蛋自の各分両含有率の変化は第15表，第16表，第17表
のよう になる.第15表によって， No.1， No.2の成績を検討してみる と， No.1では飼料構
成の影響なく実験区分 5のiまではAlb.，glob.の蛋白含有率には大きな変化は現われない
が， glob.の各分画蛋白含有率においては Alb.の減少を伴u、1-g1ob.の増加 4-g1ob.はAlb.
とその消長を大体同じくしているが，他の分両は Alb.の増減と関連性が認められなャ.
Tahle 15 /(l清蛋/:1の各分断合iJネの変化問0.1，No.2)
J竺JZ\世阿竺!ヲ)l=-~~c二LZ--:ヂザEri エゴ計十出会12鑑
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67 I 17.7 9.7' 13.2 I 10.8 I 51.4 I 482 I 7.0 
2 5.9 16.4 18.3 三工「瓦了肌 45LI 9.0 
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Table 16 血清蛋白の各分画含有率の変化 (Noム No.5)
採区|罪¥醍と|血清蛋白例 1 2一宇や 4 ~.1己空主主ぱ盤
N~.4 1 6.8 I32.0 I 11.0 I10.4 1 53~1_45.4 I 7o 
2T --'二7.0ω下18.2丁山 '_10.4 I 532._，_主ι!
31=-i-，-6.-7 l1s:Dl包斗一一上主~L巴7 I 43.8 
-I i 5.8 l:6.l ，_ 2.4T -， 12.4 ， 51.1 I 
4 ， 一一| 5.8 18.0 ' 12.0 I 10.6 I 18.5 I 59l' 45.7 ' 17.0 
5 I十 J__ 56 I 19J.I-8.2 T 10.1 ， 15.3 I _52.7下五
， 8.1 I 1.7-' - - 57.5 J 59.2' 39.5 
6 ~= I 6.7 17~6l29.3 g8j 59.7 I 4日
出 1 6.7 I 19.2 1 33.7 1 1_ 8.呈上61.7 I 37.3 
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Table 18 各分幽のJtli成率と率丸造精機能との関係(1)(飼料構成の変化待期と実験後のl時期的変化)
No.21 i 
No.6 
? ?
…? ? ? ?
1 
11 
1 
11 
l 
11 
No.7 
ll1 
lV 
平 均
実験後
i卜ド十げ2|ド+日川11…|ドド一十什刊5日叶7一 8 1 3詑2一15一101+ 2 十 |ト一 8 I 9叩01ト叫u巾トh凶
| 一一!:!~坦型!~由並虫. Pylm笠i並E 
ト2 卜4ω91ド十 34バ1 Iい+91ド十 3 ト7ぺ|9 0 |E;ご乃23詑2z認:f「Flh加a郡S
i 1m配8眠|一 “ぺ叶1-一釦 i卜+47 卜 2υl凶+0小81いi1口川7川0|精子形蹴成雌 叩叩yper阿向叫釘叫p凶匂由十 19 1卜一 95 1 1+452 1+ 10 1卜一 13 1 ~， .v IPylmoωs凶偽.K匂aryolysis
|-20|+山 1+~i 1_ I十叫山3 1 1~J~9は正常他の的成過叫叫川 1+ 20 1+ 121-2 1咋の細胞は崩壊蛋白変性l' ~V l' ~Å I l' Å~ I ~~ I ILipoidイ七
No1 1+ 81+-沖 141+l3l二一両 18T~-19 l i.ol N~:~~~配の川町
No. 2 1+ 13 1- 81+ 64 1 1-171+ 5ト101 7刊行ztbZ干の細胞に弱
No.4 2 卜451+1州 1+ 231+ 11 卜1 1 7.0I ほ?ば:2;は義薪草「rm崎在制，fj弱軌号恥し
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Table 19 各分闘の増減率と皐九機能との関係(2)(飼料構成の移行期と残存期)
話協¥翠i繍1lTT!? へ(九 liib122| 輔妻皮細胞の細胞
川 i lJlfiJlijdl二三年三I72172711il主鉱工:::u瓦la
竺lー Uifi1121 L_一回Lilj14，61盤上竺一
NoA 行2ト叫十郎1 I 0 1+ 0 ， 1 卜 1 1 59 ! ?;212Jよ2・ SPCに~~
;豆二工三日立午可コヨュl土95，91Nor竺:竺竺竺J
INormale， SPTD多数，SPCの
5.9INucleus-hydr刀ps，Pyknosis 
|出現
No.61 i 十131+ 6 1+232 1- 4 1十61十91ー 121 4.51 
精子形成過程の細胞の崩段
i 1+ 131-41+7401 1+ 121- 51- 61 1.81SPCのHyperplasia
jSPTDのPylmosis
No.7 1-12 1+ 70 1-421+ 9 1十 321+181+ 041 4.01 
卜 12 卜 8 1寸土~~I= 2]+ 5卜611~.o 1222珪222笠
卜斗…ペ 1- 51- 8 1+ 12 1 9.01~器開封印ps
__ No.~_-=---I - 151-_司 -9-1一二五可司市戸可-
← No.5一寸-241+-43卜70I+321+ 4卜7戸司
尚 71 A一戸同珂一作3;lz13lzim判一日一関
飼料の影響の蓄積が現われて来る.実験区分5の1から7の問では，Alb.， Glob.の蛋白
含有率において， Alb.の量的変化が起り ，Glob.では 2-g1ob.の顕著な糟加があって 4-
glob.は著しく減少する.この時の 2-g1ob.の増加は 3-g1ob.との分画不能の特殊な組成と
なって現われる.又総血清蛋白も増量されて来る .No.2では，No.lの時とは異なり実験
区.分5のiに至るまでに AJb.の顕著な減少が現われることは， Glob.の 4-g1ob.の分画が
現われることに起因する.それによって 2-g1ob.の量的減少が伴うが (2+3)-glob.の全体
に占める含有率は著しく増加するので，組成から当然l-glob.の減少が認められる.4-glob. 
はNo.lの時と同じく Alb.と大体同じ消長を示すが，量的に若干の増加がみられる .No.l 
と同じ く飼料の影響の蓄積が現われて来る実験区分5の 1から 7の聞では， Alb.， Glob.の
蛋白含有率におヤて Alb.の量的変化には著しし、変化はなU、が Glob.の2-g1ob.の異常な増
加があって 4-g1ob.が著しく減少して， Alb.の量的変化に関与していることがわかる.第
16表によって，Noム No.5の成績を検討してみると， No.4では飼料構成に影響なく， 全
般的に Alb.の量的消長は現われていない.Glob.にあっては l-glob.の蛋白含有率に変化
があって実験区分5の11の時期には極端な量的減少を示す，この場合は 4-glob.蛋白含有
率が異常に増加し Alb.の量的減少の原因となっている .No.5では，No.4と異なり飼料構
成の影響によって Alb.の量的変化が現われる.即ち Alb.の増加にあっては l-glob.の減
少が伴い， Alb.の減少にあっては l-glob.の糟加が顕著に現われる.4-g1ob.の消長はAlb.
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に似た成績が示される.第17表によって， Noん No.7の成績を検討してみると， No.6で
は飼料構成の影響なく， Alb.の時期的消長が認められる.即ち AJb.の蛋白含有率が増加
する時には 1-g1ob.の減少があり， Alb.の減少にあっては 2-g1ob.の増加が顕著であって，
3-g1ob.の増加も現われる.4-gJob.の消長は Alb.に似た傾向が示される.No.7において
もNo.6と同じく Alb.の時期的消長が現われるが， Alb.の蛋白含有率が増加する時には
(2 + 3)-glob.が著しく減少し， Alb.の減少にあたっては 2-g1ob.がこれまた顕著に増加す
る.4-g1ob.の消長はAJb.に似た傾向が示される.血清成分の各増減率と皐丸の造精機能
との関係については第18表，第四表のようになる.
{共試山羊の実験前の標準期血清蛋白の各成分を標準成分として，実験中の飼料構成によ
る変化期と実験後の時期的変化の血清蛋自の各成分の増減率を算出して，その率の変化と
造精機能の関係を第18表によって検討してみると， No.1では NR=4.6，9.0の時の両者の
関係は， NRに関係なく Alb. は8~29%減少するが 1-g1ob. は 7~36%増加し，又 2-g1ob. の
増加と相伴って， その結果 Glob.%は増加している.又造精機能もNRに関係なく Alb.の
減少によって Sp巴rmatogenicseriesの細胞に変化がおこるが，それ以上に 3-g1ob.の減少
に制約を受け，この時には Nucleus-hydrops，Hyp巴rplasiaPylmosisが現われ，その他の場
合にも Spermatocyte(SPC)の Hyperplasia，Pyknosisが細胞変化として現われる.然し実
験後に Alb.は減少しているが， 3-g1ob.が増加することによって， SPCの Pylmosisは残
るが，大部分の Spermatogenicseriesは正常の機能をもつようになる.No.2では， No.1と
同じく NR に関係なく Alb. は7~39%減少するが， 1-g1ob.の消長は， No.1とは全然異な
り 46~78%減少し，又 2-g1ob. の増加もみられるが，その結果 Glob. の増加はNo.1に比べ
て少ない.造精機能は Alb.の減少率が高い血清成分の時期に阻止され， Spermatogenic 
seriesの細胞に， Pyknosisが出現し，その核は多糖類反応陽性物質に変性されている.AJb. 
の減少率の低い時期には Spermatogenicseriesの細胞は大部分正常な機能をもっているが
SPCのHyperplasia，又弱い Pyknosisが，細胞変化として現われる.然し実験後にはAlb.
は減少しているが， 1-g1ob.の減少率が低下することによって， Spermatogenic seriesに若
干のPyknosisは残るが大部分は正常の機能をもつようになる.No.1， No.2とも残存期にお
いて血清総蛋白が基本成分よりも増加することが，造精機能の回復に関与している.No.4 
では， Alb.の端械の消長はNoムNo.2と異りNRに関係なく時期的増械の変化がみられる
が，その減少率は7~13%増加率は0.8~6%で，減少率の方が強く現われている.又1-g1ob.
はNRに関係なく顕著な減少があり，その結果Spermatogenicseriesの細胞の変化がおこる
ものと思われる.即ち SpermatogenicseriesにHyperplasia，Pylmosis， KaryoJysis， Nucleus-
hydropsが細胞変化として現われる.然し実験後には Alb.の減少が少くなることによって
造精機能は大部分精子形成まで回復するが，弱い Pylmosisが残存している.No.6では，
Alb. の増減の消長は No.4と同じく時期的変化がみられる が，その減少率は8~19功，増加
率は3~31%で，増加率の方が強く現われている.又 1-g1ob. も No.4と同じく顕著な減少
がありその結果NO.4の時と同じくSp巴rmatogenics巴ri自の細胞に変化がおこるものと思わ
れるが， その変化は Alb.の減少時と，増加時では程度が異.なっている.即ち Alb.の増加
の時の 1-g1ob.減少の場合には造精機能は大体正常に近いが， Alb.の減少の時と 1-g1ob.減
少の場合には造精機能は阻害されて，Spermatogenic seriesのPyJmosis，Nucleus-hydrops， 
蛋白変性が細胞変化として現われる.造精機能が大体正常に近くても，細精管の中に蛋白
97 
，10 山形大学紀要(農学)第4巻第2号
変性物質が現われるのは No.6の特徴である.又実験後においてはAlb.が増加することに
よって造精機能は正常に回復するが，弱い蛋白変性が残存する.No.7では Alb.の増減の
消長は No.4，No.6 と同じく時期的変化がみられるが，その減少率は 5~15% ， 増加率は
2~30% で， No.6と同じく増加率の方が強く現われてヤる.又 1-g1ob.もNo.4，No.6と同
じく顕著である.NO.6と異なるところは 2-g1ob.の減少が顕著であって，その時の Alb.の
増加率が高い時，又減少率が低い時に造精機能が阻害される.即ちこの時には， SPCの
Hyp巴rplasia，Vacuolar-degeneration， Pyknosis， Abnomal Nucleus-segmentationが細胞の変
化として現われる.又実験後には Alb.が異常に増加し，又血清総蛋自の減少に対しての
4-g1ob.が異常に増加す ることによって造精機能が完全に阻害されて SPCの Vacuolar-
degeneration， Pyknosisが残存する.実験中の飼料構成の移行期と飼料の影響の残存期の血
清蛋白の各成分の増減率を算出して，その率の変化と造精機能の関係を第19表によって検
討してみると次のことがわかった.No.1 では NR に関係なく Alb. は 6~21% 減少するが，
1-g1ob. は NR 変化期の増加の傾向とは異なり 1~12%減少する . この結果造精機能は回復
されず， SPCのSegmentation部分的の Pyknosis，Spermatid (SPTD)は障害を受けず正常で
あるが， Spermatogonia (SPG)， SPCの Karyolysis，蛋白変性が細胞の変化として現われて
いる.No.2では飼料給与中では Alb.はNRと関係なく Alb.の減少がみられたが，ここで
はAlb.の時期的消長が現われる.Alb.の増減にかかわらず 1-g1ob.の減少率の高いことは
NR変化期の 1-g1ob.の減少率が高いことに一致する.この結果Alb.が増加し 1-g1ob.が減
少する時に，造精機能は阻止されSPGは Nucleus-hydrops，SPCはHyperplasia，Pylmosis 
の変化を受け， Alb.が減少し，且つ 1-g1ob.も減少して血清総蛋白が増加する時には，
Spermatogenic seriesは概して正常であるがSPCに弱い Pyknosis蛋白変性が細胞の変化と
して現われている.No.4では， NO.2の時と同じく Alb.の時期的消長がみられるが，その
増減率には余り差がなく，又 1-g1ob.の減少も量的にみても大体似た傾向をもつが， NRの
変化によって 4-g1ob.の量に大差が出て来る.血清総蛋白が増加しているものでは造精機
能が大体正常であり， SPG， SPC ~こ弱 u 、 Hyperplasia が細胞の変化として現われている .
No.6では， No.2， No.4の時と同じく Alb. の時期的消長がみられるが s その減少率は6~12
%，増加率は16%で増加率の方が強く現われていることは， NRの給与変化期の結果に一
致する.Glob.においては 3-g1ob.の減少と 2-g1ob.の異常増加が顕著であって，この時期
に造精機能が阻害される.即ちAlb.が増加し， 3-g1ob.が減少する時期には，造精機能は
概して正常で， SPTDが多数存在するが，部分的に SPCのNucleus-hydrops，Pylmosisが
出現し， Alb.が減少して 2-g1ob.が異常増加する時期には， Spermatogenic seriesが崩嬢し
特にSPCのHyperplasia，SPTDのPyknosisが顕著に細胞の変化として現われている.No.7 
では Alb.が増加しても給与の NRの変化期における 4-glob.の異常な増加に伴うのと反対
に4-g1ob.の著明な減少がおこることによって，造精機能は大部分正常に戻るが，弱い蛋
白変性が残存する .No.5は間性であるので造精機能をみるより ，血清蛋白成分を他の正常
のものと比較するための実験動物に供した.興味あることはAlb.が増加することによって
造精機能に活力が賦与されてSPTDが出現し Alb.が異常に減少することによって，造精機
能が阻止されて， SPGは正常であるが多くの Spermatogenicseriesの細胞は崩壊して，蛋白
変性又 Lipoid変性の変化が認められた.皐丸組織の顕微鏡所見は写真14，Spermatogenic 
seriesの Nucleus-hydrops，Hyp巴rplasia，Pyknosis写真15.SPCの Hyperplasia，Pylmosis 
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写真16.17. Spermatogenic seri自の Pyknosis，Nucleus-hydrops写真18.SPCのHyp巴rplasia，
VacLlolar degeneration Pylmosis写真19.SPGのNucleus-hydrops写真20.SPCのHyperplasia，
SPTDのPylmosis写真21.Protein-degeneration， Lipoid化を参照.
V.考察
全実験期間の各分画の増減率と，皐丸機能の関係について考察すると ，飼料構成を同じ
くするNoム No.2においては， NR (栄養率)に関係なく Alb.の減少に伴って， (1)， 3(ん)
-glob.の減少，(2)， 2 (ん)-glob.の増加， (3)， 1 (r)-glob. 2 (ん)-glob.の増加時に造精機能は
影響を受ける， (1)の場合は細精管上皮細胞の Nucleus-hydrops，Pylmosisがあらわれ， (2) 
の場合は精子形成過程の各細胞に Pyknosisがおこり，その核は多糖類反応に強陽性を示
し，核変性がおこり， (3)の場合も精子形成過程に変性が現われる.又Alb.の相対的減少を
示していても，1 (r)-glob.， 2 (ん:-glob.，3 (仇)-glob.の増加している時， (即ち，飼料構成の
影響が残存していると恩われた時期)，及び標準期の時期には，造精機能は回復し，正常な
精子形成がみられた.但し飼料構成の移行期と残存期に於て， No.1で‘は， Alb.が減少して，
且つ 1(r)-glob.が減少した時期に於ては，造精機能は回復せずに，細精管の中に蛋白変性
物質が残存してU、た.然しNo.2では， Alb.が減少して 1(r)-glob.が減少する時期に於て，
血清総蛋白が増加する時には，造精機能は回復するが， Alb.が増加して 1(r)-glob.が減少
する時期には，造精機能は影響を受けて， SPGの Nucleus-hydrops，SPCの Pylmosisも
現われていた.1 (r)-glob.の増減と Alb.の増減が，この個体に於ては，造精機能に影響す
るように思われる.このことは落合78)が吉田肉腫 Ratの血清蛋自について， 1 (r)-glob.が
増加すると， Alb.が同じく減少することを報告しているが，No.1， No.2に於ては， 1 (r) 
glob.と2(s+glob.の増加が原因して， Alb.を減少せしめているように思われる.吉田肉
臨の場合には，s-glob.をsl'んに分画して検討しなかったことに原因があると思われる.
No.4に於ては，これ又NRに関係なく Alb.の増減率の消長が現われるが， Alb.の減少が造
精機能に影響しているように思われる.Alb.の減少に伴って， 1 (r)-glob.の顕著な減少に
よって遺精機能は，精子形成過程の細胞に Hyperplasia，Pyknosis， Karyolysis， Nucleus 
hydropsの細胞変性が現われ， Alb.の相対的減少があっても， 2(ん)-glob.の増加がある場
合には，造精機能は回復している. この個体では Alb.の減少に伴って， 2 (ん)-glob，4 (r)-
glob.が増加する傾向にある.平井69)も疾病に対しての一般変化は，1血清蛋白では Alb.が
減少し， それに伴って4(r)-glob. 2 (ん)十3(stl-glob.の増加が現われ， 低蛋白食餌の影響に
あたっては， Alb.の低下，それに e伴って 4(r)-glob.， 2 (s2)十3(sl}-glob.の増加が現われて
いることを報告している.横田70)，有賀71)も低蛋白食餌の影響は， Alb.の低下，それに伴
って， 2 (s2)十3(s.)-glob. 1 (r}-glob.の増加が現われると報告しているのに比較すると，明
らかに実験時の Albuminの減少は，NR=17.0の低蛋白飼料の影響によるものと思われる.
No.6に於ては，これ又NRに関係なく， Alb.の増減率の消長が現われるが， Alb.の減少が
これ又遺精機能に影響する.Alb.の減少に伴って， (1) l(r)-glob.の減少， (2) 2 (ん)-glob.の
異常増加がある時に，造精機能は， (1)の場合は精子形成過程の細胞が変性をおこし， (2)の
場合は精子形成過程の細胞が崩壊し， SPCのHyperplasia，SPTDのPylmosisが現われる.
Alb.の増加に伴って， 1 (r)-glob. 2 (ん)-glob.の夫々の減少時に造精機能は回復し，正常な
精子形成を行うようになる.No.7もNRに関係な く，Alb'の増減率の消長・が現われるが，
2 (ん)-glob.の減少が顕著で，それに伴って，(1) Alb.の増加率が高い時， (2) Alb.の減少率
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が低い時に，造精機能は影響されて， SPCのHyperplasia，Vacllolar-degeDeration， Pyknosis， 
Abnormal nucleus-segmentationが現われる.又 Alb.が異常に増加し，総、蛋白量の減少に
対して， 4(α)-glob.がこれ又異常に増加する時も，造精機能は影響を受けるが，4(α)-glob. 
の顕著な減少によって，造精機能は回復される傾向にある.この現象を H.E. Weimer & 
H. Nishihara7Z)の蛋自の排池が，血清 Glycoprotein濃度に及ぼす影響についての実験で，
Alb.の減少，増加は Glob.の変化によっておこることを報告している.即ち Alb.の減少
時には Glob.の異常増加が発現し，又 Glob.の顕著な減少によって， Alb.が異常に高まる
ことによる血清蛋白組成の異常が，造精機能に影響を及ぼすように思われる.この‘現象は，
.T B. Marsh & David， L. Drabkin32)の脂質代謝の想定経路において，肝臓の蛋白合成の増
加と血液の低蛋自の平衡が失なわれることも，即ち蛋自の排?世には，Alb.が関係している
ことからも説明出来ると思われる.
\~ .小 括
実験期間の栄養率の変化により p 血清蛋自の分画増減率と造精機能の聞には関連がある
ように思われる.特に Alb.の減少率が大きく関係しているよう 1である.即ち，1 Alb.の
減少と 3(ん)-glob.，2 (ん)-glob.の増加は，栄養率を急、に狭く した時におこり，細精管上皮
細胞の Nucleus-hydrops，Pyknosis，核の多糖類反応が，強陽性となった.2， Alb.の減少
と1(r)-glob.の顕著な減少は，狭い栄養率が続いた時におこり ，各期の細胞は 1と同じ
ように， Hyp巴rplasia，Pylmosis， Nucleus-hydropsの変性がおこる.この現象をおこす個体
では， Alb.の減少に伴って， 2 (s2)-glob， 4 (α)-glob.が増加する傾向にある .3， Alb.の
減少と 1(r)-glob. 2 (s2)-glob. の異常増加は，栄養率を急に広くした時及び広いのが続い
た時におこり，精子形成の各過程にある細胞が崩壊して， Spermatocyt巴の Hyperplasia，
SpermatideのPylmosisの変性がおこる .4， Alb.の増加の際は余り影響がなく ，Glob.の
何れかの異常を伴うものは，栄養率をやや狭くした時におこり ，精原細胞においては，精
母細胞の異常が比較的極限されて起こる.
第4章 精液蛋白と精子活力との関係
ト意 義
B. L. Larson & G. W. Salisburg80)は血清蛋白と精液蛋自の電気泳動分画におU、て，血清
蛋白の Albuminに相当するものが精液蛋自には僅かにしか存在しなくて，精液蛋白の
Albumin様蛋自の分画は Globulinの αl-Globulin(a:cglob.)，的-glob.，的-glob.，である
ことを報告している.精液を長時間保存すると精子活力の減少に伴って蛋自分画は B.L. 
Larsoll & G. W. Salisburg2)の lrJ-glob.にあたる 8を一つの峯として 2つに分けられる現
象がある.精液蛋白の凝闘，液化については酵素作用で，その原因についての詳細な論説
があるが，精液のゲノレ形成の基質は，貯精裂から分泌される蛋白様物質であることはたし
かだと思われる.乳牛の年令によって， 射精回数による精液蛋自の分画変化が現われるの
で精液蛋白の αJ-glob.をAlbumin様蛋白， α2，αs-glob.をGlobulin様蛋白として研究し
た結果，精液蛋自の各分画率と精子活力の聞に強い関係があることが明らかになった.
1 .研究史
B. L. Larson， Relph， S.Gray & G. W. Salisburg80は牛精液の種々の構成部分の減少カを
沃素滴定法によって決定した.精虫細胞と精摂は夫々総滴定量の50%を占める.活性硫水
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化物複合体は精虫細胞にのみ存在し，総病定量の約12%を構成している.精紫構成は精液
蛋白，アスコ Jレピン酸と硫化物で， それらは総滴定量の約18%を占めていて， アスコルピ
ン酸と硫化物は1叩O∞O小1川P
Lar隠問sωOα叩n& G.W.Sa沿lisぬh】丸)ur山lg80の〕は乳牛の品穏，即ちGuernsey，Jers巴y，Holsteinの精液蛋自分
画は異り又射精回数による精液蛋自分画の相異，年令による相異について詳細な報告をし
ている.又 B.L. Larson， Relph， S. Gray & G. W. Salisburg8Dが牛の精液蛋自の超遠心分
離と免疫学的研究から血液，精液，牛乳の蛋自分画の比較に関しての研究の中で，血清の
抗血清の方が，精授自体での抗体に示す反応より，精撲に強く反応を起すことから，抗血
清と精授蛋白とについては密接な関係があり，又抗血清で牛の精柴蛋白を比較するときに
あたって，電気泳動的にそれらの反応する蛋白の過半数が血清蛋自の a-Globulinに似て
いるが化学的には a-Globulinと同じではないと報告している， T. Mann3Dが鮭精子の原
形質溶解液の b宣液は可溶性蛋白質と脂質とを多量に含むという報告を合せて，精子活力
に及ぼす精液蛋自の各分画との関係を研究したものである.
l.材料及び方法
精液は第 l章の供試牡牛No.1 (サーロメオサニーサイドヒンペノレ)， No.2 (アツクラム
マーロメ オジユラノレ ドミソ ノ)， No.3 (第 8フエムコルテナキング)から採取したものを供
試精液とした.供試牡牛の精液性状が，No.1， No.2， No.3とも 安定した時期，即ち第
20表の様な状態の時期，昭和33年8月18日から10月13日の間に 5回適当な時期を選び夫々
原精液につし、て実験をおこなった.精子活力は， ¥Varburg検圧計を用いて酸素要求量
(μ'jcc)で算出して活力の表示とした.この時の材料は Krebs-RingerBicarbonateで7回洗
い血球計算板で計算して精子数を 2億!1mlとして，その浮瀞液 hnlに Krebs-Ringer
Bicarbonate 1.7mlを加えて稀釈液2.711.1として 370Cで5分間振還後3%glucoseを0.2ml注
入して再び5分振撞してから60分後までのQ02を測定しその平均をもって，この時の精子
活力とした.精液蛋白は3000回転で10分遠心， その上澄精液を試料として，鴻紙電気泳動
73)75)76)77)によって蛋自分画をおこない， B. L. Larson， Relph， S. Gray & G. W. Salisburg8D 
の超遠心による蛋自分画の特徴，即ち，It， 5， 6， 7， 8， 9，によって検討した 1，2， 3， 
4， 5，の分画を第33図~第38図の織に分けてその増減を調ベた.Phosphatase反応Succinic
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8 
101 
44 山形大学紀要(農学)第4巻第2号
Table 21 精液の Phosphatase反応と SuccinicDehydrogenase 反応
d巴hydrogenase反応は常法38)の如くおこないrで測定した.
~I .成 績
92.5 
98.0 
99.。
実験中の精液状態は第20表のようであって供試牡牛No.l，No.2， No.3ともPH，精子活
力には変化がなかった . 但し，精液量におヤてはNo.lは 7~12ml ， No.2 は 3~llml ， No.3 
は5~12ml ， 精子数においてはNo.1は9~13億， No.2 は1O~15億， No.3 は8~1l億と時期的
変化があったが，供試牡牛聞の個体差は認められなかった(第20表参照).精液のPhospha・
tase (P-ase)反応と Succinicdehydrogenase (Succinic DHG-ase)反応を調べた.Acid P-ase 
においてはNo.1は 9.5~40 .5r 平均25.3r No.2は1l .8~35.5r 平均20 .2r No.3は 7 .0~42 .5r 平
均14.5rとなり，かなりの時期的変化があると共に個体差が認められる.Alkaline P-aseに
おいてはNo. 1 は 20.0~49.5r平均39.1r ， No.2は 16.0~22.0r平均25 .81'， No. 3は 8 .5~99 .5r平均
27.3rとこれ又全般的には，かなり の時期的変化があるがNo.2の様に個体的には変化の少
ないものもある.Acid P-as巴に比較して AlkalineP-aseは供試精液共通に高い含有量を示
している . 精子活力に関連のある Succinic-DHG-as巴においてはNo.1は 70 .0~97.0r 平均
9l.2r， No.2は 80.5~99 .0r 平均94.4r ， No.3は65.0~99.0r平均90.3r と 相対的には，第20表の
供試各牡牛の平均精子活力と略々一致した成績な得た(第21表参照).50Cに3日， 5日の両
期間保存した精液について AcidP-ase， Alkaline P-ase， Succinic DHG-aseの関連を調べて
みると AcidP-aseにおいては保存期聞が長くなると含有量はNo.3を除いて増加する傾向
を示し AlkalineP-as巴においては一様にその含有量は減少する.Succinic DHG-aseは精
子活力と全然無関係にむしろ精子活力が減じた時に増加を示すことは，精液中の細菌の繁
殖による反応度の増加に原因があるように恩われる.血清蛋白の泳動の結果，第33図，第
34図，第35図の分画が得られた.この分画に Larsonの分画記号5，6， 8の頂点を仮設し，
その夫々の頂点によって分画された蛋自分画区を 1，2， 3， 4， 5に分け，1， 2， 3の分画
蛋白区を Globulin様蛋白 (Glob-P)4， 5を Albumin様蛋白 (Alb-P) として各血清蛋
自の夫々の成分の変化を検討してみると，第22表，第23表，第24表，第25表の成績が得ら
れた.供試牡牛No.1の精液蛋自の分画と各組成の成分率を検討してみると， Glob-P 1の成
分率は， 34A~64.0% ， Glob-P 2 (ß) は 8 .0~27 .7% Glob←P 3(α) は 28.0~40.3%の変化を示
しGlob-P3 (α)の変化が最も少ない.又Vの場合の様に組成が乱れる時には Glob-P1 (r) 
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Fig. 35.精液室長自分ifの比較(No.3)
Table 22 精液蛋自の分画と各成分率(No.1)
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Table 24 精液蛋 自の分商と各分率 (No.3)
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成 分
実験¥分画区刀¥ 1 
Table 25 係存による血清蛋自の分画と各成分率の変化
組牛 I~ームI_ _ Globulin 様蛋白 I_ Albumin 様型一一|…/… I ? 
番号|誘¥分商 1(，96')¥ 2 (，96')¥ 3 (.96'li 計 ¥ 4 (516')¥ 5d 計 |一/.lT L.Tu
64.0 I 8.0 I 28.0 I 1232 I 65.4 I 34.6 I 370 I 0泊。
I 15，7 I '!9.8 I 1005 I 100 345 I 0.343 
No.ll 忠 | 出8 || 4 1 0 1 11
No.2 
28.2 
39.3 
47.6 
0.514 
0.657 
0.982 
0.470 
No.3 
23.7 
26.7 
52.8 
0.549 
0，393 
0.973 
0.299 
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と Glob-P2(s)が一緒になるが Glob-P3(α)は余り変化しない. Alb-P4 の成分率は 65.4~
80.2%， Alb-P5は17.6~34.6%の変化を示し Alb-P5 の変化が顕著である . Alb-P: Glob-P 
比は 0 .300~0.420で Glob-P と Alb-P との組成上の平衡には大差がない(第22表参照).供
試牡牛No.2の精液蛋自の分画と各組成の成分率を検討してみると Glob-Pl(r)の成分率は
49.0~59.2% Glob-P2 (戸)は 12 .6~32 .7% Glob-P3 (α) は 18 .2~28 .2%の変化を示し Glob-Pl
(r) Glob-P3 (a)の変化が少ない.又IV，Yの場合の様に組成が乱れる時には Glob-Pl(r) 
と Glob-P2(ß) が一緒になるが Glob-P3 (r)は47.6~53.6% とかなりの増加を示す. Alb-P4 
の成分率は68 .8~92.0% ， Alb-P5 は8.0~3 1.2%の変化を示し， No.lの時と 同織に Alb-P5
の変化は顕著である.Alb-P: Glob-P の比は 0.198~0.982 と変化があり，その両蛋自の平
衡は不安定である(第23表参照).供試牡牛No.3の精液蛋自の分画と各組成の成分率を検討
してみると， Glob-P1 (r) の成分率は38.9~53.2% ， Glob-P2 (s)は13.7~34.8% ， Glob-P3 (α) 
は23.7 ~31.0%の変化を示しNo.1 と同様に Glob-P3(α)の変化が最も少ない.然しVの場合
の様に組成が乱れる時は， No.2の時と同じく Glob-P3(α)は52.8%とかなりの増加を示す.
Alb-P4 の成分率53.8%~78.6% ， Alb-P5 は21.3~46.2%の変化を示し， No.1， No.2の時と
同じく Alb-P5の変化は顕著である.Alb-P: Glob-P の比は0.350~0 .973 と変化があり，そ
の両蛋自の平衡はNO.2と同じく不安定である(第24表参照).No.1， No.2の精液Wを採液
後48時間 5"Cで冷保存したのがw精液である. IVとIV'のGlob-PとAlb-Pの分画の変化
を第22表，第24表で検討してみると Alb-Pが減少することは共通であるが Glob-Pにお
い，てはNo.1では減少し， No.2では逆に増加する現象がみられる.この増加現象はAlb-Pと
Glob-P3(α)が減少して Glob-P1(r)， 2 (戸)が増加する傾向にある.この結果 Glob-Pが全
体的に増加して、Alb-Pと Glob-Pとの平衡を失うことになる.この保存による精液蛋自
の変化を個々の事例について詳細に検討してみる.l'は採液後24時間 V'は採液後 144
時間 50Cで冷保存した精液である.lI'の分画はNo.1では Glob-P，Alb-Pとも減少No.2で
はGlob-P，Alb-Pとも増加， No.3では Glob-Pは嬬加 Alb-Pは減少と夫々個体によって
異った現象を示す.V'の分画はNo.1で、は Glob-P，Alb-Pとも目'の時とは逆に増加する
傾向を示しNo.2では Glob-Pは糟加 Alb-Pは減少， No.3では Glob-Pは増加， Alb-Pは減
少しl'の時と同じ傾向を示す.即ち保存による蛋白組成の変化は個体によって No.lの様
に Glob-P，Alb-Pの増加するものは長期間保存では全く逆になる.No.2の様に Glob-P，
Alb-Pが一緒に増加するものは長期保存の時には Alb-Pだけが減少する.No.3の様に
Glob-Pは増加 Alb-Pは減少するものは長期保存でも変らない 3つの場合が現われる.夫
々の場合の精液蛋自の組成成分率の変化を保存前の精液に比較してみると ，短時間保存の
場合は No.lでは Glob-P1(r)の成分率は 64.0%->34.5%，Glob-P2 (s)は8.0%→15.7%，
Glob-P， 3(α)は28.0%→49.8%とGlob-P1(r)を除いて他の成分率は増加するために， Alb-
P: Glob-Pの比は0.300→0.343となり保存によって Alb-Pが減少している.No.2では Glob-
P， 1 (r)の成分率は 56.9%→55.5%，Glob-P2 (s)は14.9% 伝 2%，Glob-P3 (α)は28.2→39.3
%と Glob-P3(α)を除いて他の成分率は減少しているので，Alb-P: Glob-Pの比は0.514→
0.657となり保存によって Alb-Pが増加している.No.3では Glob-P1(r)の成分率は53.2%
で変化せず， Glob-P2 (s)は23.1%→20.1%，Glob-P3 (α)は23.7%→26.7%とGlob-P2(s)， 
3(α)の増減によって Alb-P，Glob-Pの比は0.5'19→0.93となり保存によって Alb-Pが減少
している.長・期保存においては Glob-Pの増加によって一様に Alb-Pが減少している(第
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25表，第四国参照)No.3では Glob-Pl(1')の成分率変化は51.0%→62.0%→53.2%で平均は
55.4%， Glob-P2 (s)は18.0%→13.7%→23.1%で平均は18.3%，Glob-P3 (α)は 31.0%→24.3
%→23.7%で平均は263%，2!とEijは1附二212二22でAlb-P4の平均は66机
Alb-P5の平均は 33.7%，Alb-P: Glob-Pの比は 0.38→0.S4で平均は 0.42となり 3期とも
Glob-PとAlb-Pとの平衡は略々安定されているが，Alb-Pが増加する時，即ちE期では
Glob-Pl(1')， Glob-P3(α)， Alb-P4が減少して Glob-P2(s)，Alb-P5が増加し， Alb-Pが減少す
る時， 即ち1期では， Glob-P2 (s)， Glob-P3(α)， Alb令♂5が減少して Glob一P1川(1'け)， Alb-P4 
が増加する傾向にある.即ち第 1， s，目期において Alb-Pが増加する時には，各組成
の成分率の聞には関連性がなく， Alb-Pが減少する時に Glob-P(α)の減少が大きく関与し
ているのでNo.1では 目期， No.2では l期，No.3で、は l期， この時期の精液蛋自分画の時期
的変化は第36図，第37図の様になる.第36図 1，s， m期の比較をするとNo.1では
Glob-Pl(r)の成分率化は54.4%→34.4%→6'1.0%で平均51.9%，Glob-P2(s)では9.2%→27.7
%→8.0%で平均15.0%，Glob-P3 (α)では36.4%→38.0%→28.0%で平均34.1%，Alb-P4で
は100%→80.2%→65.4%で平均72.8%，AIT-P5では100%→19.8%→34.6%で平均27.2%，
Alb-P: Glob-Pの比は0.42→0.44→0.30で平均0.38となる. 3期とも Glob-Pと Alb-Pと
の平衡は安定されているがその比が高い時，即ち Alb-Pが増加する，s期ではGlob-P1(1')， 
Fig. 36. 精液蛋白分画のH育期的変化 (1，"， 目)
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4炉。
. 
. 
1'03 
I Glob-P I Alb-P 
~. IAlG打71τ丁τ下5
107 
50 
e・
;>. 
No.1 
山形大学紀要(農学)第4巻第 2号
Fig. 37. 精液蛋自分画の時期的変化(JV.IV'. V) 
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Alb-P5が減少し Glob-P2(戸)， Glob-P3(α). Alb-P4が増加し，その比が低い時，即ち Alb
Pが減少するsI期では Glob-P2(s)， Glob-P3 (α)， Alb-P4が減少し Glob-P1(r)， Alb-P5が
増加する傾向にある..No.2で、は
Glob-P1 (r)の成分率変化は 59.2%→49.0%→56.9%で平均55.0%，
Glob-P2 (s)では
Glob-P3 (α)では
Alb-P41 
12.6%→32.7%→14.9%で平均20.1%.
28.1%→18.2%→28.2%で平均24.8%.
→92.0%→68.8%で平均80.4%，
↑では100%
Alb-P5J → 8.0%→31.2%で平均19.6%，
Alb-P: Glob-Pの比は 0.32→0.19→0.51で平均0.34となる.
3期とも Glob-PとAlb-Pとの平衡は不安定である.その時の Alb-Pの増減は Glob-P，
Alb-Pの各組成の桔抗作用に起因する.
第37図で第IV，V期の比較をすると
No.lでは Glob-P1(r) 50.6%1 
ト→60.8%
Glob-P2 (s) 9.1 %' 
Glob-P3(α) 40.3% →39.2% 
Alb-P4 82.4%¥ 
]， l， mの平均
51.9% 
15.0% 
34.1% 
72.8% 
ト→100%
Alb-P5 17.6%J 27.2% 
Alb-P: Glob-Pの比は0.30→0.37となり平均は0.38
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Alb-P: Glob-Pの比は0.49→0.98となり平均は0.34
No.3では Glo間的 38内 55.4% 
→47.2% 
Glob-P2 (s) 30.5% 18.3% 
Glob-P3(α) 30.7% →52.8% 26.3% 
Alb-P4 削 %} 66.3% 
Alb-P5 
→ 100% 
33.7% 21.4% 
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Alb-P: Glob-Pの比は0.58→0.97平均は0.42
これらの成績から， IV， V期の各成分率の変化をみると Glob-P3(α)の変化によって
Glob-Pと Alb-P と平衡が不安定になる傾向がある. 1. s， 1lI期では Alb-Pの減少の
時に Glob-P3(α)の減少が関与しているが，IV， V期においては，この現象は該当しなU、
でGlob-P3(α)の成分率が異常に増加することによって Glob-PとAlb-Pとの平衡がもっ
とも不安定な形になる.即ち， No.1のIV，Vが，この時期の血清蛋白の正常分画を示す.
第26表で Qozと各蛋白成分率， P-ase反応とその他の関係を検討してみる.精子活力は酸
素要求量 (QOz:〆jcc) で表わし，Qozが201.6~53.9μljcc ， Qozが 3 .4 ~6.0μIjcc ， 即ちQOzの
高いもの，低いものに大別すると ，表のように高い区分に各供試個体共目期，低い区分に
各供試個体共ト IV期が含まれる.蛋白成分率を Qozの高い区分と低い区分で検討してみ
ると，Qozの高い数値を示すものは， Q02の低い数値を示すものに比べて Glob-P1(r)， 
止:空乱j1[L区hニニ立ニ)出措r空占;[:rFf?で;1!ト削吋叫/ハμ1+咋2叫制+刊3
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Alb-P5の成分率が高く ，Glob-P2 (s)， Glob-P3 (α)その他 Alb-P4の成分率は低い結果が
得られた.この蛋自分画成分率を第26表における Alb-Pと Glob-Pとの平衡条件にあて
はめると一致する.又 Q02の低い区分においても Glob-P3(α)の成分率が著しく低い数値
を示す時に， Q02が良好である.P-ase反応においても精子活力が高い数値を示す時には，
Q02が低い数値を示す区分よりも AcidP-ase， Alkaline P-aseとも低い含量を示す傾向に
ある.Larsonの所調8の峯，即ち Glob-P3(α)と Alb-P4の分岐点の変化は保存による精
液蛋白成分率において Glob-P3(α)の減少に起因し，又それに伴って P-as巴反応において
もAcidP-aseの増加， Alkaline P-aseの減少が現われて，Qozは低い数値を示して，8の
峯が低くなる.Alb-Globの比をもって，精液蛋白組成と QOzを検討するためには，Alb-
P4とAlb-P5をAlbと見倣す方が理論的である.
V.考察
精液性状が安定し， Phosphatase反応において， Alkaline P-aseが，Acid P-aseよりも
高く， Succinic DHG-ase反応が QOzと略一致する精液蛋自の分画と，その組成成分率の
変化を検討してみると，次の結果が得られた.一般的に精液蛋白は， Alb-P: Glob-Pの比
が安定しているものと，不安定のものに分画される. 即ち Alb-P: Glob-Pの比が安定し
ているものでは，Qozは高く，Glob-Pl (r)， Glob-P2 (s)が分離出来ないものにおいても，
Glob-P3 (α)が安定している.又 Alb-Pの変動に対して，緩衝的役割をもつために，その
比は余り変化しない傾向にある.その比が不安定の時には， 一般的に QOzが低く，分画に
於ては，Glob-P3 (α)は，増加 して，Alb-P5の変化が顕著にあらわれる.又短，長時間保
存による精液蛋自の分画は， Alb-Pが減少する時には，Alb-P2 (s)， Glob-P3 (α)の増減が
伴い， Alb-Pの増加時には Glob-P3(α)の増加が伴って，Q02は前者に比べて高い数値を
示す.以上の実験成績から Alb-Pに対する Glob-P2(s)， Glob~P3 (α)の変化の状態をみる
と， B. L. Larson & G. W. Salisburg8~) の分画のように Glob-P2(s)は， αs-Glob， Glob 
P3(α)はαγGlob，Alb-P4はαl-Glob，Alb-P5はAlbuminに相当しない結果が得られた.
Alb-P: Glob-Pの比に於ける分画の変化をみると，その比が高い時には，Glob-P2(s)， 
Glob-P3 (α) Glob-P4が減少して， Glob-Pl (r)， Alb-P5が場加し，Qozは一般的に高い数値
を示す.その比が低い時には，それが逆になり ，Qozには無関係に Glob-Pl(r)， Alb-P5 
が減少して，他の分画が増加することからも保存の時と同じ様に Glob-P2(s)， Glob-P3(α)， 
Alb-P4はLarsonのCl:3-，α2-，αl-Globに相当しなU、ことになる.Alb-P: Glob-Pの比が
略安定している時を更に検討してみると ，Alb-Pが増加する傾向にある時は， Glob-Pl(r)， 
Glob-P3{α)， Alb-P4が減少してその他の分画が増加し， Alb-Pが減少する傾向にある時
には Glob-P2(s)， Glob-P3 (α)， Alb-P5が減少してその他の分画が増加する.然し Alb-P:
Glob-Pの比が安定している時は Alb-P5の増加にあっても Glob-P3(α)が緩衝的作用をも
ち，その比が不安定の時には，Glob-P3(α)が増加し，又 Alb-P5の変化が顕著である時
{Alb-P4とAlb-P5の聞に変化がある時)即ちAlb-Pが減少する時には，Glob-P3(α)の減
少が関与している.その結果Glob-P3{α)の変化，特にその異常増加の時は Alb-P:Glob-P 
の比が不安定になることから精液蛋自の分画と Qoョの関係を明らかにするためには，
L訂鈎nの的一，即ちこの実験区分の Glob-P3{α)を精液蛋白のAlbuminとGlobulinの緩衝
組成として， その比の変化を検討する必要がある.即ちその比と QOzとの関係は Globulin
様蛋白が減少して， Albumin様蛋白が高い時にQ02は高い数値を示す傾向にある.
10 
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精液性状の比較的安定した時期，即ち 8月下旬から10月中旬にEつての精液蛋自の分画
において Albumin様蛋白 (Alb-P)，Globulin様蛋白 (Glob-P)の区別をして，Q02との
関係を調ベてみると1.個体により Alb-PとGlob-Pとの比が異なる採取時期を通じて
安定しているものと不安定のものが現われた. 2. Alb-PとGlob-Pとの比が安定してい
る精液では分画の Glob-P1(r)， Glob-P2 (s)がよく分離出来ない場合も，又 Glob-P3(α)
が安定し，且つ Albの変化があっても Glob-P3(α)が緩衝的な役割をしているように思わ
れる.3. Alb-Pと Glob-Pとの比が不安定なものでは， Glob-P2 (s)が増加し，又 Albの
変化も顕著であった. '1. 3日乃至5日保存すると AlbとGlob-P2(戸)が平衡して変動し
その比が増すものと減るものとがある，その時には Glob-P2(s)は逆に変化する.尚その
際長期保存の時， Acid P-aseは増加し，Alkaline P-as巴は減るが QozとSuccinic-DHG-as巴
は無関係であった. 5.精液蛋白と Q02の関係は Glob-P3(α)を緩衝液として， Alb-Pが
Glob-Pよりも高い数値を示す時に QOzもよい状態であった.
第五章 造精機能と血清コレステロールー総類脂質比の関係
1.意 義
血清 Albumin，精液の Albumin様蛋白組成の変化と造精機能並び、に精子不全との関連
が明らかになった.J. B. Marsh & David， L. Drabkin32)の研究において，血清 Albuminの
増加によって血清コレステロー/レ，血清脂質の量的変化が現われ，又T.Mann3I)も論述
しているように，精子の原形質溶解液の大半がコレステリン， レシチンであるから精子形
成時に血清脂質が関与することは明らかであるから，特に血清コレステロ ーノレー総類脂質
比の造精機能に及ぼす影響を研究した結果，その比の変化によって，造精機能が阻害され
ていることが明らかになった.
1.研究史
H. L. Taylor， J.T. And巴rson& A. Keys3)はコレステロ ーノレ濃度は血液循環に対しての
血清の脂肪輸送負荷量によって決定することを提案している.この根拠は，脂肪蓄積から
脂肪が動員される時，即ち負のカロリ一平衡が続ドている時に血清コレステロール濃度は
低下されるので，血清コレステローノレ濃度は，脂肪から誘導される総カロリー量の釣合と
密接な関係があると述べている.又J.B.Marsh & David， L.Drabkin32)が脂質代謝の想定経
路において脂肪蓄積の動員が血液に行われ，その結果血液は高脂質，高コレステロー/レに
なる.その時の血液と肝臓の関係は，肝臓のコレステローJレ合成は減少して，コレステロ
ーノレの調整をはかつていると述べてU、る.夫等を統括するような実験を B.W. Grunbaum， 
John， R. Geary巴ta182)がおこなった.即ち食餌性脂肪を Ratに与えて，その血清，肝臓
コレステローノレの給与期間による増減をみた結果，給与期間を長くするにつれて，血、清コ
レステローノレの量は増加するが，逆に肝臓コレステローfレの量は或る時期から減少し，又
コレステロ ーlレの血清蛋自分画における含有率はAlbumin，a-Globulinに食餌性脂肪の影
響が強く作用し， s-Globulinは安定していると報告している.コレステロー1レー総類脂質
比による血清脂質の検討は(広く一般的ではなく，この研究によって)著者の初めて考え
た方法である.この方法の基礎は， D. M. Tennent， Henry， Siegel et a183)が，血清脂質と
アテローム性動肱硬化症の関連において，血探コレステロ /ーレー燐脂質比との相闘が高い
11 
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Fig.38. 消波蛍白分幽の{以下r:による変化
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ことを詳細に亘って報告してい
る.然し精援の脂質の結合コリ
ンの大部分は燐脂質から構成さ
れずに燐酸のついた溶酸性の誘
導体の形で存在することから，
又コレステローJレと血清蛋白の
結合の状態からみると，コレス
テロ ーノレと燐脂質の関係よりコ
レステロー/レー総類脂質比が理
論的であることから，この方式
を導入した.以上のことから造
精機能と血清コレステロ ー/レー
総類脂質比との関係を研究した
ものである.
町材料及び方法
実験動物には，昭和34年の実
験に供したザーネン種雄山羊5
頭(内，有角 1頭，雄型間性 1
頭)を使用した.実験期間はp
昭和34年 5月25日から 8月7日
に至る75日間とした.採血は実
験期間を通じて10回実施し，常
法の通り血清を分離して， 血清
脂質測定試料とし，肇丸Biopsy
は人間の生検針を用いて実験期
間を通じて 7回実施し，組織楳
本は Lipoid染色の Ciaccio氏
法， Feldman氏法を用u、た.血清コレステロ ー/レの定量84)8586)には種々の方法があるが，
Kiliani氏反応によって定量し，血清総類脂質の定量87)聞には有森変法の Bragdon法制の
高法を用いて定量した.実験終了後直ちにと殺し，血清試料を取ると共にコレステローノレ，
総類脂質の定量をおこない，宰丸， 剛峯丸，前立腺，醇臓，高IJ腎，肝臓の臓器は固定後夫
等の組織標本について Ciaccio氏法， Unna-Papp巴l1h巴111法， Haematoxylin-Eosin法の染色
をおこなって鋭検に{共した.実験中の飼料構成は栄養率 (NR)1: 3.0~9 .0 の区分を設けて
実験を実施した.
IV.成績
供試山羊の実験中の飼料構成は 5月25日から31日まで，NR=l: 3 (ラデノクローパ一生
草)， 6月1~から 7 月 27 日まで， NR=l: 9 (生野草)， 7月28日から 8月27日まで NR=
1: 4 (生レッドクロ ーパー)として，故障のない限り舎外管理をおこなった.採血(No.)， 
皐丸 Biopsy(0)の回数は NR=3期No.1，No.2， NR=9.0期No.3，No.4， No.5， No.6; 0)， 
②， @， NR=4.0期Noム No.8，No.9， No.10;④，⑤， @，⑦，とし実験終了時のNo.l1; 
112 
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Table 27 飼料構成変化時の血清脂質，コレステローノレ総煩脂質比の変化
⑧を入れての計，血清11回分，皐丸 Biopsyの組織8回分について研究を実施した.
5 
第27表によって飼料構成変化時の血清蛋白，コレステローノレー総類脂質比の変化を検討
してみると，供試山羊No.1では血清コレステローノレ量(Cho.)は個体総平均 166mg/dlに比
較して NR=3.0，4.0期は180mg/dl，NR~9.0期は152mg/dl となり， NR=3ム 4.0期の方
が高く ，血清総類脂質 (T.Lipid)は個体総平均 190mg/dlに比 べ て， NR=3.0， 4.0期は
1818mgjdl， NR=9.0期は1936mgjdlとなり NR=9.0期の方が高い， Cho-T. Lipidの比は
個体総平均， 0.087に比べて NR=3.0，4.0期は0.098，NR=9.0期は0.078となり， NR=3.0， 
4.0期は T.Lipidに比較して Cho.の含有量が高いことになる.{共試山羊No.2で、は Cho.は
個体総平均 151mgjdlに比べて NR=3.0，4.0期は 160mg/rl，NR=9.0期は145mg/tlとな
り， NR=3.0， 4.0期の方が高い.T.Lipid は個体総平均1870mgjtlに比べてNR=3ん 4.0
期は2060mg/dl，NR=9.0期は 1775mg/dlとなり ，NR=3.0， 4.0期の方が高く， Cho-
T. Lipidの比は個体総平均0.081に比べて NR=3.0，4.0期は0.077，NR=9.0期は0.081とな
り， NR=9.0期は T.Lipidに比較して Cho.の含有量が高いことになる.供試山羊No4で
は Cho.は個体総平均150mg/ιl，NR=9.0期は 137mgjdlとなり， NR= 3.0， 4.0期の方が
高く， T.Lipidは個体総平均1610mg/dlに比べて NR=3札 4.0期は 1506mgjdl，NR=9.0 
期は1791mgjdlとなり， NR=9.0期の方が高い.Cho-T. Lipidの比は個体総平均0.093に比
べて NR=3ム 4.0期は0.104，NR=9.0期は0.076とな り， NR=3.0， 4.0期は T.Lipidに比
較して Cho.の含有量が高いこ とになる.供試山羊No.5では， (間性)， Cho.は個体総平均
150mg/dlに比べてNR=3.0，4.0期は155mg!dl，NR=9.0期は140mg!dlとなり ，NR=3.0， 
113 
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4.0期の方が高く， T.Lipidは個体総平均1651mgjdlに比べてNR=3.0，4.0期は1579mg/dl，
NR=9.0期1777l11gjdlとなりNR=9.0期の方が高い.Cho.-T. Lipidの比は個体総平均0.091
に比べてNR=3.0，4.0期は0.098，NR=9.0期は0.078となり， NR=3.0， 4.0期は T.Lipid
に比較して Cho.含有量が高いことになる.供試山羊No.6では， Cho.は個体総平均133
mg/dlに比べて NR=3.0，4.0期は 132mg/d/，NR=9.0期は140l11g/dlとな り，NR=9.0期
の方が高く， T.Lipidは個体総平均 1463mgjdlに比べて NR=3.0，4.0期は1481mg/tl，
NR=9.0期は1340mgjdlとなりNR=3.0，'1.0期の方が高い， Cho.-T. Lipidの比は個体総平
均0.091に比べてNR=3ム 4.0期は0.089，NR=9.0期は0.104とな り，NR=9.0期は T.Lipid
に比較して Cho.含有量が高いことになる.飼料構成変化時の血清脂質及びその比を全般
的にみると ，Choは総平均149mgjdlに比べて，NR=3.0， 4.0期は157mgjdlNR = 9.0期は
142l11gjdl， T. Lipidは総平均1706mg/dlに比べて NR=3.0，4.0期は1689mg/d/，NR=9.0 
期は1724mg/rll，Cho.-T. Lipidの比は総平均0.082に比べてNR=3.0，4.0期は0.092，NR= 
9.0期は0.082となり， NR=3.0， 4.0期は T.Lipidに比較して Cho.の含有量が高いことに
なる.血清 Cho，Cho.-T. Lipidの比の時期的変化をみる と供試山羊No.1においては，実
験期間を通じての各平均は Cho.170mg/dl， T. Lipid 1900mgjdl， Cho.-T. Lipidの比は
0.08である.それらの平均値に対しての各時期の Cho-T.Lipidの比の関係をみると ，全
般的に T.Lipidの含有量が Cho.よりも高い傾向にあるが7回の採血時において急激に
T.Lipidが減少しその含有量が Cho.よりも低下する現象がおきてくる，(Cho-T. Lipidの
比は Cho-T. Lipidの増減に関係されずに顕著な変化は示さない)この山羊は 7月29日事
故死したのでこれ以降の実験から除外された.第四国参照、.供試山羊No.2においては，実
験期間を通しての各平均は Cho.150mgj.l，T.Lipid 1870mgjril， Cho-T. Lipidの比は0.08
である.夫等の平均値に対しての各時期の Cho.と T.Lipidの関係をみると ，No.lと同
じく全般的に T.Lipidの含有量が Cho.より高い傾向にあるが 6回の採血時において
T. Lipidは急激に減少し，Cho.はNo.1の時とは逆に増加する現象がみられる.Cho 
T.Lipidの比は大体安定しているが 6回の採血時にはその比の異常増加がある.この山
羊は 7月24日事故死したのでこれ以降の実験から除外された.第40図参照.供試山羊
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tえ Fig.43. 血清脂質， コレステローノレー総類脂質比のlI~fJ切1"19変化 (No.6)
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No.4においては，実験期間を通しての各平均は Cho.150mgjdt， T. Lipid 1610mgjdl， 
Cho-T. Lipid比は0.09である.夫等の平均値に対しての各時期の Cho.とT.Lipidの関係
をみると，全般的に T.Lipidの変化が顕著であって， No.l， No.2とは異なり 6回の採血
から，飼料給与の変化に関係せず， Cho.の含有量が T.Lipidよりも増加すでる現象がみら
れる.この現象によって Cho-T. Lipidの比は異常に増加される.第41図参照.供試山羊
No.5の雄型間性においては，実験期間を通しての各平均は Cho150mg/rl， T. Lipid 1650 
mgjdl， Cho-T. Lipidの比は0.09である.夫等の平均値に対しての時期的変化はNo.4と全
く同じ傾向を示す.第42図参照.供試山羊No.6におU、ては，実験期間を通しての各平均は，
Cho.130mgjdl， T. Lipid 1460mgjdl， Cho~T. Lipidの比は0.09である.夫等の平均値に対
しての各時期の Cho-T. Lipidの比の関係をみると ，Cho.の時期的変化よりも T.Lipidの
変動が顕著であるが 6回採血時から T.Lipidの含有量の減少と安定度に比べて Cho.の
変化が顕著に現われる.この現象によって Cho.-T.Lipidの比も不安定になる.第43図参照.
飼料構成変化期についての血清脂質並びにその比の変化を第44図で検討すると ， NR= 
3.4期においては，実験期間を通しての各平均は， Cho. 160mgjdl， T. Lipid 1690mg/dl， 
Cho.-T. Lipidの比は 0.09である.夫等の平均値に対しての各個体の関係をみると ，Cho. 
の含有量では個体差が現われないが， T.LipidではNo.l，No.2は高く，No.4， No.5， No.6 
は低い個体差が顕著に現われる.Cho.-T. Lipidの比においては，顕著な個体差は現われ
ない.NR= 9期においては，実験期間を通しての各平均は Cho.140mgjdl T. Lipid 1720 
mgjdl， Cho-T. Lipidの比は0.08である.夫等の平均値に対しての各個体の関係をみると
Cho.の含有量では個体差は現われなU、が， T. Lipidでは No.6の顕著な低下を除いて，
T. Lipidは安定した状態を示している.Cho.-T. Lipidの比もNo.6の特殊な;場合を除いて
安定している.実験全期間の血清脂質含量の総平均値に対して， NR=3， 4， NR=9飼料給
与区の夫等を比較してみると，全期間を通しての各平均は Cho.150mgjdl，T. Lipid 1710 
mgjdl， Cho.-T. Lipidの比の0.09に対してNR=3，4期は NR=9期よりも Cho.が高く ，
T.Lipidが低いことより Cho.-T. Lipidの比は高くなる結果になる.第44図参照.
飼料構成変化期における血清脂質の個体別の最高，最低含有量を第45図で検討してみる.
NR=3，4期における最高の場合は，Cho.は各個体共大体同じ数値を示し，個体聞の差はな
いが， T.LipidではNo.l，No.2のように高い数値を示すものと ，Noム No.5，No.6のよう
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lこ低くて大体同じ数値を示
すものに区別することが出
来る. その 結 果と して
Cho.-T. Lipidの比は NO.6
を除いて， No.l， No.2は，
その他のものよりも低い数
値を示す.最低 の場合も
Cho.-T. Lipidの個体聞の
傾向は最高の時と全く同じ
であり，又 Cho.ーT.Lipid 
の比も大体同 じ数値を示
し，個体聞の差は認めら
れない.NR=9期におけ
る最高の場合は Cho.は
T.LipidはNR=3，'1期の時
と同じ傾向を示すし， No.l， 
No.4のよ うに高くて同じ
数値を示すものと No.2，
No.5のように{民くて同じ
数値を示すものとに区別す
ることが出来る.その結果
として Cho.-T. Lipidの上七
もNo.l，NO，lはNo.2，No.5， 
よりも低い数値を示す.最
低の場合はT.LipidのNo.l
を除いて，Cho.， T. Lipid， 
Cho.-T. Lipid，の比は各個
体共大体同じ数値を示し，
個体聞の差は認められない
成績が得られた.血清脂質
と造精機能との関係を第28
表で検討してみる.
皐丸組織所見を総括的に
みると ，Cho-1'. Lipidの比
が高い時にはNo.l，No.4の
NR=3，4期におけるような
造精機能の低下を来たす.
即ち精子形成の系列が崩壊
し， Spermatogonia (SPG)， 
Spermatocyte (SPC)が，
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J 
'.Z 
t・0
Iちヨ(，1証明 10.1 1I，.z N. 今 NO.!> 1'0.6 ?????
.， 
@ 。l
1・a
• 
総平均に対する飼料構成変化:l!IJの平均血清脂質，
コレステローノレー総類脂質比の関係
lj 、←一内
NR'" 3 ，斗 NR~q
O ・1田被円'O/'+h~ @ O . O~ 
Fig.45 飼料構成変化JtjJの最高，最低各個体の血清l脂質，
コレステロールー総類脂質比の関係
M誕
300 
No.1 
~~， y '"。
ヰ
. @・@ @ 
@O • (や O 仁伊
@ 
@O @ρ 析。。
-・.・
O ・ @ ，.o:;:t，'1Z0判 0・2
17 
60 山形犬学紀要(農学)第4巻 第立場
Hyperplasia，そして細胞質が脂肪化し，間質細胞の脂肪化が顕著にな る.この現象は
Cho.-T. Lipidの比の最も高い個体No.4の宰丸組織に強く現われる.No.6のようにその比
がNR=3，4期の平均より低くても，又 T.Lipidの含有量が異常に低い時にも造精機能は
阻害を受けて，細精管の弱い Atrophyがおこりそれに随伴してSPGの Nucleus-hydrops，
SPG， SPCの Lipoid化がおきて来る.Cho.-T. Lipidの比が低い時にも， No.l， No.2， 
Table 28 血清脂質と造精機能との関係
SPG. SPCの Pvlmosis.
Lipoid化， Epididymisに
Sperm存在.血管拡張
Prastataのepithel celの
Karyolysis又は剥離.
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平均
即 11ω0.092 
142 11724 I 0.082 
ω|五午不一ー|
備考:
1.皐九組織は Biopsyにより染色は CiaccioJ:(;，
Feldman氏法.
2.剖検材料はTestis，Epididymis， Prostata， Pancreas， 
Corpus suprarenale， Hepar，染色はCiaccio氏法，
u-P法，H-Eosill法.
3. No.2はNR=1:9期， No.1は1:4即jの飼育中*
故により切迫と殺した.
9 140 1340 0.104 
総 玉IL均
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No.4のNR=9期におけるような造精機能の低下を来たす.その中でも Cho.-T. Lipidの比
が最も高い個体No.2において顕著で、ある.即ち精子形成の系列が崩壊し各細胞のPyknosis，
Nucleus hydropsがおきて細精管の中に蛋白変性物質が現われて来る.Cho.-T. Lipidの比
が低くても， T.Lipidの異常に高い時，即ちNo.1，No.4においては精子形成は大体正常で
あるが，然し No.4のように SPCの弱い Hyperplasia，Pyknosisがみられ， Sp巴rmatid巴
(SPTD)の Pyknosisが顕著であって，又細精管の中に弱い蛋白変性物質が現われている.
剖検時の組織所見は， No.2のNR=9期の所見を除いてその他の供試山羊はNR=4期の皐
丸並びに副皐丸，前立腺， 1俸!綴，副腎，肝臓の組織についておこなった.No.1においては
高IJ皐丸に Spermが存在するが細精管上皮細胞の SPG，SPCの原形質に弱い Lipoid変性
がみられ，或るものには Pyknosis，Lipoid化が顕著に現われるが，一部分に精子形成の系
列が残され，それらの細胞質に Ribosenucleic acids (RNA)が存在する.副皐丸には血管
拡張がみられ，上皮細胞質に RNAが存在する.前立腺上皮細胞には Karyolysisとその剥
離，肝細胞には Lipoidの蓄積が認められた.No4においても，副皐丸に Spermが存在す
るが，細精管上皮細胞の SPG，SPC， SPTDに顕著な変性， Lipoid化があらわれているが，
SPCのHyp巴rplasia時において核の RNA化が認められた.高IJ皐丸の上皮細胞の肥厚と，
その脱落細胞質に弱いLipoid化があり一部分の上皮細胞の Atrophy時にもその細胞質に
RNAが存在しだいた.前立腺の一部上皮細胞に顕著な Lipoid蓄積が認められた.陣I哉の
細胞の一部は， Hyp巴rplasia，高IJ腎細胞の一部の Hyperplasiaと核の RNA化，肝臓には
Lipoidの蓄積が認められた.No.6においても副皐丸に Spermが存在するが，精子形成の
過程の細胞に変性，特に Atrophyが認められ，細胞質に RNAが存在するものがある.
副皐丸の上皮細胞の一部肥厚，前立腺は正常，開隣，高IJ腎の一部細胞の Hyperplasia，肝
臓には Lipoidの蓄積が顕著に認められた.No.2のNR=9期においても副皐丸に精子が存
在するが，造精機能にNR=4期と同じく強い影響が認められた.即ち精子形成の過程の細
胞の Atrophy，Pyknosis， Lipoid化があると同時に核の RNAも平衡していた.副皐丸の
脱落細胞に強いLipoid化があり，前立腺の上皮細胞の剥離と核の RNA化，高IJ腎細胞の
核にも RNA化が一部認められた.肝臓には顕著な Lipoid蓄積は認められなかった.間
性のNo.5においても品UI精管上皮細胞並びに肝臓に強い Lipoid化がおきていた.皐丸組織
並びにその他の臓器の顕微鏡所見は， 写真22，23， Spermatogenic seriesの崩嬢， SPG， 
SPCのHyperplasia又その細胞質，間質細胞の Lipoid化.写真24，細精管の弱い Atrophy，
SPGの Nucleus-hydrops，SPG， SPCの細胞質の Lipoid1r:.写真25，26， SPCの弱い
Hyperplasia Pylmosis， SPTDの Pylmosis細精管の中の蛋白変性物質.写真27，細精管の
蛋白変性が進んだ時.写真28，SPCの顕著な巨大細胞化， SPTDの Pylmosis.写真29，
間性の細精管 Atrophy.写真30，31，高IJ皐丸.写真32，前立腺.写真33，陣臓.写真34，
高IJ腎.写真35，肝臓の Lipoid強陽性.写真36，肝臓の正常 Lipoid.
V.考察
供試山羊の飼料構成各期の平均血清脂質並ひーにその比に，飼料構成各期のものを比較す
ると， Cho.では 149mg/dlに比べて， NR=3， 4期は 157mg/dlと高くなり， NR=9期は
142mg/，1Iと低くなっている.T. Lipidでは 1706mg/dlに比べてNR=3，4期は1689mgjdl
と低くなり， NR=9期は 1724mg/dlと高くなっている.Cho.-T. Lipid比では0.087に比べ
て， NR=3，4期は0.092，NR=9期は0.082の数値を示し， NR=3，4期は飼料構成各期の平
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吻， NR=9期に比!被して，Choがif'ljv 、数航を示す.このことは H.L. Taylor， J.T. Anderson 
& A. Keys33)の Positiveのカロリ一平衡にある過栄建の!侍に，Cho.濃度が刑加する という
報告から，NIミ=:1，'j j切でCho.が前iv、数航を示すことは，過栄養の状態、であるこ とを怠味
する.これらの飼料構成各Wlの平均，NR=:l， I¥J明，NR=¥)期 に於 c，各供が;山:'fのrfll消
脂質，そのl七の特徴を検討してみると ，飼料構成各期の平均の Cho.よりも低い合量を司、
つNo.Gは，T.Lipidも低い含部;をもち， その脂質H，I寺Wl的変化を顕若に示して，Cho.-
T.Lipidの比は高い数値を示している.NIミ=3，1¥， 9Wlにおいてもか1じ脂質含f訟の時期的
変化を示すが，Cho.-T. T伊idの比に於ては，NR=3， 4 Wlは飼料機成各期の平均， 又NR
9期の比とは全く 異なり ，その比は高い数値を示す.このことは T.しipidが時期的に
顕著な減少を示すことによる. この NR=:I，4 j切の時期的な T.Lipidの減少は，M.A. 
Everett， Wa¥ter， D. Bl∞k et a¥35)によれば，植物性飼料の不飽和脂肪般の過給与によっ
て生ずる現象といえる.飼料構成各期の平均Cho.よりも高い合訟をもっNo.l，No.2， No.<l， 
No.5に於てその時の T.Lipid， Cho.-T. Lipid比を比較する と， No.l， No.2を除いてNoム
No.5においては，T.Lipid は低い数値を示 し，その結果:Cho.-T.l布iclの比はiuiくなって
いる.このこと は飼料構成に関係なく ，Cho.含.監は常に T.Lipiclよりも高く ，よLつ
1¥Lipidは時期的に減少する傾向にある こと を示す.No.l， No.2に於ては， T.Lipidの含
量は飼料構成各期における他の供試山羊よりも高い数値を示してし、るが，No.lはNR=9邦i
の後期から NR=/Ij事iになって急激に Cho.がT.Lipid含設よリ もaijくなるので Cho-
T.Lipidの比は飼料構成各期の平均より高くなる.その比が1氏い数{肢を示す No.2では，
NR ，，~ :l ， ，[ J切に於ては， Cho.の合訟が減少して，T. Lipid /;';異常に精力uすることによって
おこる.一般的に Cho.はNR=:l， 4Wlに糟加し，T. Lipid (ま NR=9 jVlにi僧加するため
に，Cho -1'. Lipidの比は NIミ=:l， 1 j切に;荷u、数(i在I!:示す傾向にある.)(飼料構成の変化
JVH乙於ける .u~試山羊個体の脂質問係をみると， Cho.には務明な時期的な差が現われない
ことは Robcrt，P. C∞k90)が Cho.には季節的変化はなく，fl肉体・荒があると報告しているこ
とから も推然出来る.NR = ~) 期に お いては， No.6を除いて，Cho.は大体安定し，NR= 
3， 4 Wlに於ては，No.l， No.2に顕著なj由加が現われるが，Cho.-T. Lipidの比は個体的差
が認められない.その結果No.l，No.2のように，NR=4期にCho.が土台力fJし，IIつT.Lipid 
の噌加も顕著に現われる.No.2のよ うに Cho.-T.Lipidの比が変動する時， XNo.4のよう
に飼料構成の変化に関係な く， Cho.が安定 し，T.Lipidの顕著な減少で，Cho.-T. Lipid 
の比が異常に増加する時， 又No.6のように飼料構成の影轡をうけずに常に Cho.が低い数
値を示す場合は， T.Lipidは NR=9期に著しく減少し，そのために Cho.-T.I勾icl比は変
動する傾向にあ る. これらの脂質並びにその比の変化時には，お1I1~1管に弱い Atrophy が現
われることは Perry，T. Cupps & R. C. Laben4 ) の受l治尋tの低い原I~ を もた れすヰド|ーに jj守
ては造精機能の停止と共に intertublarfibrosisが萎縮制精符を伴うという報告と一致し，
造精機能に影響を及ぼしている.
V¥.小 括
飼料の栄養率変動にwうrfl乱消コレステ 1:1ー/レー 総類脂質は，刻:中コレステロー ノレは飼料
構成に関係なく ，遺伝的要素で安定している個体もあるが，多くは飼料の摂取と 工ネ/レギ
ーの消費から，コ レステロー ノレの時期的変化が現われる. コレステ ロールは平均149mg/dl
で栄養率3ム 1.01寺には157mg/rllと向くなり ，9.0の時は 142mg/dlと下る.総類脂質は31':
120 
星雲メL機能強びに陥子活力に及ぼす{木液成分変動の影響一一有森 63 
均1706mgldlで，栄養率3.0，4.0の時は， 1689mg/d'とやや低くなり， 9.0時は 1724mg/dl
とやや高くなるが著しい変動ではない.従ってコレステローノレー総類脂質の比は， 平均
0.087で栄養率3ム 4.0の時は0.092と高まり， 9.0の時は 0.082と下る.即ち個体によりその
変動に強弱があるが，栄養率の狭い時は広い時に比べて，血清中のヨレステロー/レ含量が
高まる傾向にある.これらの変動と造精機能との関係は，次の知く1.コレステローノレ
ー総類脂質比が高い時には，精子形成過程の細胞に変性がおこる.Spermatogonia (SPG)， 
Spermatocyte (SPC)が Hyperplasiaになり，その細胞質，並びに間質細胞に脂肪沈着が現
われる. 2. コレステロー/レー総類脂質比が低く，且つ総類脂質が異常に低い時にも，
SPG， SPCの細胞質に脂肪沈着があらわれる. 3. コレステロ-}レー総類脂質比が低くて，
総類脂質が異常に高い時にもSPCの弱い， Hyperplasia， Pyknosisがあり Spermatideの顕著
なPylmosisも随伴して細精管の内腔に細胞崩壊物が若干存在する J・即ちコレステロールの
異常に低い時も軽微な害があるが，異常に高い時に顕著な害がみられる.
第6章 精液及び稀釈液のコレステロールー総類脂質
比の精子活力への影響
1.意義
精摂蛋自の構成物質の大部分は血液の α-Globl1linの構成物質に類似し，コレステロー
ルは普通E常な人聞にあっては含有コレステロールの約80%が s-Glob111inに結合してい
るが脂肪摂取によって含有コレステロ ールの大半が α"':Globl1linに移動することは B.W.
Grl1nbal1m， John， R. Geary et a182)によって確証されている.精液蛋白と精子活力との関
係，造精機能と血清コレステロー /レ 総類脂質の関係が明らかになったので，稀釈液が精
液脂質に与える影響と精子活力との関係について脱脂乳と卵黄緩衝液(通称ゼミナン)を
用いて，精液脂質に与える影響をコレステローノレ 総類脂質比で検討すると稀釈械の脂質
組成によって，稀釈精液のコレステロー/レー一総類脂質比に変化が生ずることによって精子
活力が不安定になることが明らかになった.
n.研究史
Scott， W. W.9l)は前立腺分泌液100mlに対して約80mgのコレステロー/レを含有し，これ
は脂質の約4分の 1に相当し，又精柴 100mlには脂質の半分以上に相当する100mgのコレ
ステローjレを含有し， T. Mann3J)は精子の外側には脂質層があり，それには明らかに燐脂
質である膜裂をもち， Lovern， J.A. Olley， J.Hartree， E: F& Mann. T92)は欄羊の精子脂
質には 8%の瀞関Itコレステロールをもつことを報告している.精液稀釈は，稀釈による精
子数の分散の目的も有するが，精子活力の維持，保存が主なる目的である.このことは
J. L. Albright， R. E. Erb & M. H. Ehlers27)が(1)脱脂乳， (2)卵黄拘榔酸塩， (3)卵黄杓榊酸+
Glycineを基本液として，グリセりン添加の操作法を 2通1りおこなって稀釈精液の 370C保
存での精子活力を検討した結果 50C保存における脱脂乳稀釈液が勝れていたのを除外する
と全般的に卵黄拘梯酸塩による稀釈効果がよかったと報告し， G.R.How巴&R. J.Flipse28) 
は(1)脱脂乳， (2)生理的食塩水(主主食塩)， (3)卵黄杓悌酸塩:生食塩 (1:3) を基本被として
Fll1oro~acetat巴を添加して精子活力を酸素要求最で検討した結果，生食塩並びに卵黄杓徽
酸塩:生食権(1: 3) の稀釈効果は似た酸素要求量の数値を示し，脱脂乳稀釈精液より
Qosはよい成績を得たと報告している.W. E. Erickson & E. F. Graham29)も(1)脱脂乳， (2) 
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全乳， (3)卵黄拘撤酸塩， (4)卵黄葡萄糖グリセリ ンによる稀釈精首長を凍結して各受精所に分
配してから75日間に返還されない率を出して稀釈液の精子保存効果を検討し，一般には凍
結用精液の稀釈には実用化されていない卵黄葡萄糖グリセリ ンの効果を高く評価してい
る.J. H. Yates & Durward Olds30)が牛の卵胞胞被を種々なる方法で処理して夫等を基本
液として精子を洗い，その時の精子活力を求めた結果，瞭胞液に葡萄糖を添加した時によ
り成績が得られたと報告している.以上のことから著者は脱脂乳，卵黄緩衝液を用いて精
液稀釈をおこない，それが精液の脂質に与える影響と精子活力とについて研究したもので
ある.
目.材料及び方法
{共試牡牛は山形県立総合種畜場所有のNo.1キングへンドリクボルカノ， No.2コマンダー
ベノレリー ガノレミソノ， No.3第94メージガヴアナー号， No.4第46スプリ ングポシユフオーブ
ス， No.5ロッキーヒ/レセレクトサニーサイド， No.6ベツシパラマウ ントレディマダム号，
No.7スプリングノξンクサーベツヌ号， No.8第36ローモ ントゴリアスフエーン号の 8頭であ
る.実験時の飼料構成は燕麦25，フスマ20，トーモロコシ20，大麦15，アマニ粕15，魚粉
5の割合でカノレシユウムは日量80gを給与した.精液採取は西川式コ ンドーム法で実施し
採液後10分前後で第1次稀釈をおこなって活力検査， 4'Cの条件下で第2次稀釈をおこな
ってアンプーjレに封入して輸送躍で送り採液後10時間で実験に供した.本実験(昭和34年
12月2日から12月16日)に入る前，即ち同年1月19日から 3月27日の聞において供試牡牛
の中No.3(8才)， No.6 (2才)， No.7 (4才)， No.8 (4才)，その他牡牛1頭(2才)の計5
頭について予備実験をおこない本実験の参考資料とした.予備実験，本実験共供試牡牛の
精液性状は精液量6~9cc ， PH=6.2~6ム精子数1O~18億，精子活力 十|ト85~制 90であった .
供試材料は同一時の個体精液を脱脂乳，卵黄緩衝液で精子数1ml中2億に稀釈し，その時
の稀釈液と同時に実験に供した.精子活力の表示には Warburg検圧計を用いて酸素要求
量 (μl/cc)で算出した.材料は原被の時は Krebs-RingerBicarbonateで7回洗い血球計算
板で計算して精子数を 2億/1川として，その浮僻液 1mlと，脱脂乳，卵黄緩衝液稀釈精
液 1川Iに夫々 Krebs-RingerBicarbonate (KRB)を1川nl加えて全量を 2.7mlとして，そ
れに 3%glucose 0.2叫を注入して10分振麗してから60分後までの酸素要求量(Q02)(〆/cc)
を測定し，その平均をもって精子活力を表示した.コレステロー/レの定量には Kiliani反
応を用い，総類脂質の定量には， Bragdon法制を用いて定量した.実験回数は供試牡牛1
頭につき原精液 1回，脱脂乳，卵黄緩衝液稀釈精液各2回，稀釈液各2固とした.
IV.成績
精子活力と稀釈精液のコレステローノレ (Cho.)，総類脂質 (T.Lipid)と Cho.-T.Lipidの
比との関係をみると供試精液No.1においては卵黄緩衝液稀釈液(E.S) では Q02 は 40.4~
90.0μl/ccで平均は65.2μl/cc，Cho. は410~420mgjdl で平均は415mgjdl ， T.Lipid は 1317~
1458mgjdlで平均は 1388mgldl，Cho.-T. Lipid の比は0 .288~0 . 309で平均は0.298 となる .
脱脂乳稀釈精液伶i[.S) では Q02 は 42.4~56.0μ1jcc で平均は 48.2μl.jcc ， Cho. は 160~190
mgjdlで平均は 175mgjdl，T. Lipid は 258~635mgjdl で平均は 447mg/dl ， Cho.-T. Lipid 
の比は0.300~0.618で平均は0.459 となる . その時の原精液の QOe は 16.2/Ncc ， Cho.は360
mgjdl， T. Lipidは694mgjdl，Cho.-T. Lipidの比は0.519であった.第46図参照.
供試精液No.2においては， E. S では Q02 は 6.0~92.9μl/cc で平均は 49.5μljcc ， Cho.は
12 
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410~，t40mgjlll で平均は 425mg/I/l， 'l\Lipid は 1082~1446mgjdl.で平・均は 1265mgjtll， 
Cho.-T. Lipiclの比は0.304~0.379で平均は0 .:~08 となる . M.S では Qo~ は 6.0~60.6μIjcc
で平均は3:Uμljcc，Cho. は 140~280 I11gj"l で平均は210mg/t!I ， T. Lipid は Ç)88 '~1 117mgjdl 
で平灼は1053mgj，I，Cho.-T. Lipid の 比は0. 1 25~0.283で5V.均は0.204となる.その時の原
精液の Qoさは7，9fljcc，Cho.は::l50I1g/dL，T. Lipidは 918mgjdl，Cho.-T. Lipidの比は
0.381であった.第47図参照.
0七試1脊液NO.3においては， E.S では Q02 は26.4.~71.3flソccで平均は相，9μ'jcc，Cho，は
420~430mgjdl で平均 425mgjdf ， T. Lipid I:t L317mgjdl.， Cα;コho
0.3也26で平均は0.3犯2:¥となる. M.Sでは
Qo~ は 8.1 ~5:3 .5μljccで平均は30 .8pljcc ，
Cho. は 150~180111gjdlで 平 均は 165
mgjrl， T. Lipicl は G23~I 000111g/d1で
平均は 817mgjdl.， Cho.-T. Lipidの比
は0.1 50~0 ，289 で平均は0 .2 1 9 となる .
そ の 11寺の原梢液のQo~は tl.Oμljcc ， Cho. 
は340mgjdl，T. Lipidは 1000rngjtll，
Cho.-T. Lipidの比はO.:HOであった.
第481，:(1参照.
fj七試精液 No.4においては，E.Sで
は Qo~ は ::l 5 . G~8 1. 2f tl.jcc で平均は 58 .'l
Itljcc， Cho.は43011gjdl，Cho.-T.Lipid 
の J:I:は 0. 300~0.:12 (ìで平均は0 ， :112 と な
る.M.S では Qo~ は 4 .0~58.9μIjcc で
平均は31.5fNcc，Cho.は 120~1tl0rngfdl 
で平均は 130mgfdl，T. Lipid は 553~
788mgj"lで平均は 670mg!dl，Cho.-
T， Lipid の比は 0 .1 52~0 . 253 で平均は
0.31となる.その時の原精液のQOtは
28.:~ftljcc ， Cho.はおOrngjdl，T. Lipid 
は 1(ト17mg/t!/，Cho，-T. Lipid の比 I:l
0，334であった.第ω図参Jf{.
イJUえ精液No.5においては，E.Sでは
Q02 は 2 .0~1 G.Oflljccで平均はり.0μ'jcc，
Cho. (主400.~420mgj Iで平 均 は4LO
rngjdl， T. Lipid は 137 (ì~1400l11gjdl 
で平崎は1:l88mgjrll.， Cho.-T. Lipidの
比は0.286~.0. 305で平均は0 .324 となる .
M. S では Q02 は，1. 0 ~ (j .Oftljcc で平均
は5.0μljcc，Cho. は 100~120mgjdlで
平均は 110mgjdl， T. Lipid は 1012~
rーtltl町.量
1・、ig.50. Q02とも'imlll'irt花ぴに比との|州系(No.5)
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1106mgjdl で平均は 10~i9mgjtll， Cho.-
T.Lipid の 比は O.0!)~0.129 で平均は
0.110となる.そのl待の原精液のQ02は
36.0pl/cc， Cho.は:380mgjdl，T. Lipid 
は 506mgjdl， Cho.-T. Lipidの比は
0.751であった.第50図参!被.
供試精液No.6におU、ては，E. Sで
は Q02 は 2.0pljcc ， α瓜は 410~420
mg/dt で 3rz. :I~は4 1 5mg/tll ， '1¥Lipid f:t 
] lG5~ 1 376rng/tllで平均は1270mgjdl， 
Cho.-T. Lipid の比は0.298~0.361で平
均は 0.32。となる.M.Sでは Q02は
10.1 ~64.6μljccで、平 ;均は 37.9Iilcc ， Cho. 
は90~] 10mg/dlで平均は 100mgjdl，
T.Lipid はお70~1000mg/llで平均は
935mgjdl， Cho.-T. Lipidの比は0.10:1
~0. 110で平均は0.110 とな る . その時の
原精液の Q02は89.1μ'/cc，Cho.は300
mg/tll， T. Lipidは 50Grng/dl，Cho. 
T. Lipidの比110.59であった.第51図
参照.
f~~試精液No.7におヤては ， E.Sでは
QOzは 2.0~42. 611'jCC で平崎は22 . 3μIjcc，
Cho. は 390 '~420mg/tll で平均は 405
m区jdl，T. Lipid Lt776.~ 1 353mgjtll で
平均は1065mg/dl，Cho.-T. Lipidの比
は0.:nO~0.502で平均は0.407 ， Cho.は
Fig. 51. Q02と梢減lH1Tf並びに比どの|民!係(No.6)
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90 '~ l40mgjdl で平均は 1l5mg/dl ， T. Lipid f;J: 565~576m広jrll で平均は 57 1mg/d' ， Cho.-
T.Lipid の比は 0.1 5G~0.248で平均は 0.202 となる.この時の原精液の QOz は 4 2 . 6μ!jcc ，
Cho.は320m只/(1，1¥Lipidは 588mgjdl，Cho. -l\Lipid の比は0 . 544であった.節52(~参
i照.
供試精液No.8においては，E.Sでは Q02は'1.1~73.3f1 'jccで平均は38 . 7INcc ， Cho.は390
~400mg/rll で平均は 395mgjdl ， T. Lipid は 1 35 ::l .~144 7mg/rll.で平均は1400mg/rll，Cho. 
T. Lipid の比は0 .270 .~0.2 9(jで平均は0.282 となふ . M.S では Qoz は 1\ . 1~79.2μ'jcc で平均
は41.7μ!jcc，Cho.は 100~140mg/(ltで‘平均は120mg/rtl，T. Lipid は929~1059mg/rll.で‘平均
は994mg/(/I， Cho.-T. Lipid の比は 0.0 !l4.~O .l 51 で平均は0.12:1となる.この時の以精液の
QOzは品.5μljcc，Cho.は:140mgj(l!， T. Lipidは553mg/(1I， Cho.-T. Lipiclの比は 0.614で
あった第53図参照.
新i釈精液とその時に使用した稀i釈彼と の脂質並びにその比の関係においては，卵黄緩衝j
荷主稀釈精首長てるは，Qoz は 2 .5~83.8μljccで平均は4R .l fdjcc ， その平均活力に対する脂質の関
126 
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係をみると Cho.は414mgj
dl， T. Lipidは1309mgjdl，
Cho.-T. Lipidの比は 0.323
であり，その時の稀釈液の
脂質組成は Cho.は407mgj
dl， T. Lipidは1250mgjdl，
Cho.-T. Lipidの比は 0.332
であるから卵黄緩衝液の稀
釈効果は原精液の Cho.-
T. Lipid比を{民下させるた
めに，Cho.， T. Lipidの含
量を稀釈液の組成含量まで
高めることと恩われる.そ
の稀釈効果のない場合，即
ち稀釈精液の脂質組成が，
稀釈液よ り低く ，その比が
高い第2回の時には平均精
子活力は低下 している.
脱脂乳稀釈精、液で は，Qoz 
は 6 .5~57.2μljcc で平均は
37.2μljcc，その精子活力に
対する脂質の関係をみると，
Cho.は140mg!IU，T. Lipid 
は818mg/dl，Cho.-T. Lipid 
の比は0.203であ り，その時
Fig. 52. Q02と精液脂質並びに比との関係(No.7)
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の稀釈液の脂質組成は，Cho.は85mgjdl，T. Lipidは594mgjdl，Cho.-T. Lipidの比は
0.148であるから脱脂乳の稀釈効果は原精液を只薄めるという操作にすぎないような結果
になり，全般的に Q02と脂質の関係が成立しない.第29表参照.
卵黄緩衝液に よる精液稀釈が Qo~ に及ぼす影響を その時の脂質 と その比について調べた
ものが第30表である.各平均の Cho.'10mg!dl， T. Lipid 1247mgjrll， Cho.-T. Lipidの比
0.330の卵黄緩衝液で精液稀釈をおこな うと ，その時の QOzは55.5μl/ccとなり その Q02に
対する Cho.は423mg/dlT. Lipidは1338mg/dl，Cho.-T. Lipidの比は0.310となる.又各
平均の Cho.405mgjdl， T. Lipid 1253mgjdl， Cho.-T. Lipidの比0.334の稀釈液で精液稀
釈をおとなうと ，その時の Q02は18.0μljccとなり ，その QOzに対する Cho;は406mgjdl，
T.Lipidは1281mgjdl，Cho.-T. Lipidの比は0.336となる.脂質組成並びにその比がほぼ
一定している卵黄緩衝液で稀釈しても精子活力に顕著な個体差があらわれる.この現象を
解明するために第54図のように，卵黄緩衝液稀釈精液のQ02と脂質， その比の時期的変化
を調べた.稀釈精液の脂質含量の変化は Cho. は 400~417mgjdl ， T. Lipid は1257~1417
mgjdl， Cho.-T. Lipid の比の変化は 0.302~0 .355 となり ， Q02は 2. 5~83 .8μljcc と大きな変
化があらわれる.その時の原精液の平均脂質量は，Cho.は342mgjdl，T.Lipidは726mgjdl，
127 
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Cho.-T.Lipidの比は0.509である.Q02 
が83.8f1'jccの時には，その時の稀釈液
に比べてCho.は30mgjdl多く ，T.Lipid 
も1l0mgjdt多いが， Cho.-T. Lipidの
比は似た数値を示す.Q02が2.5μjccと
精子活力が減少する時には，その時の
稀釈液に比べて Cho.は10mg/dl少く，
T.Lipidも290mgjdl少く， Cho.-T.Lipid 
の比は高い数値を示す.Q02が3.'1
μ~jcc の時には，その時の稀釈液に比
べて Cho.は 12mgjdl多くT.Lipidは
340mgjdt多く， Cho.-T. Lipidの比は
低u、数値を示す、 QOzが27.1p'/ccの時
には，その時の稀釈液に比べて， Cho. 
は3mg/d1少くT.Lipidは79mgjdl多く
Cho.-T. Lipidの比は低い数値を示す.
稀釈精液と稀釈液との脂質とその比の
比較においては，精子活力がよい稀釈
精液では Cho.含量は稀釈によって増
加する傾向を示し， T.Lipidでは稀釈
液の含量より増加し， Cho.-T. Lipidの
比では稀釈液の比と同じ数値を示す.
第29表によって脱脂乳稀釈精液では全
般的に精子活力と脂質の関係が成立し
ない結果が得られたので脱脂乳による
精液稀釈が QOzに及ぼす影響をその時
の脂質，その比について調べたのが第
31表である.
Cho. 105mg/dt， T. Lipid 571mgjd/， 
Cho.-T. Lipidの比0.185の脱脂乳で精
液稀釈をおこなうと， その時の Qozは
40.2pljccとなり， その Q02に1りする
.cho.は170mg/rlt，T. Lipidは746mgj，lt，Cho.-T. Lipidの比は 0.271となる.又 Cho.65
mg/dl， T. Lipid 618mgjdl， Cho.-T. Lipidの比0.112の稀釈液で稀釈をおこなうと ，その
時の Q02は23.1fl'jccとなり，その Qoョに対するCho.は112mg/d/，T. Lipidは900mg/d/，
Cho.-T. Lipidの比は0.135となる.脂質組成並びにその比が一定していない脱脂乳で稀釈
するので精液稀釈が精子に及ぼす影響が現われない.この現象を解明するために第55図の
ように脱脂乳稀釈精液の Qozと脂質，その比の時期的変化を調べた.
稀釈精液の脂質含量の変化は Cho. は1l2~177mgjdl， T. Lipicl は732~932l1lg/d/， Cho.-
T.Lipidの比の変化は0.135へ-0.301とな り， Qo雪は 6.5~57 .2μ'/cc と卵黄緩衝液稀釈精液の
Fig. 53. Q02と精液l脂質並びに比との関係(No.8)
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Table 30 Qo~ と脂質，コレステ ローノレ 総類脂質比との関係(I)
良 好
卵 資緩 衝液稀釈精
牡牛番号 I~μ0t2/α 
No.1 65.2 415 1388 
No.2 49.5 425  1265 
No.3 48.9 1318 
No.4 58.4 430 1382 
平 均 55.5 423 1338 
そ の H寺 の fli 釈
ijil平 ;均|
0.324 
0.329 
0.406 
0.283 
0.336 
j夜
0.277 
400 I 1023 0.391 
405 I 1253 0.334 
1 400 
2 420 
平均 410
Table 31 Q02と脂質，コレステロ ルー 総類脂質比との関係(2)
脱 脂 乳 稀 釈 精 液
Q02 良好区 Q02 不良区
. --_ I コレステ 1_.一 レ久テ
牡牛番号|Q02 lU571鰍脂質! 土土~. I!¥:仲間IQ02 1:ど271総樹脂質 土 土
ー~L血性し回配主(~g/dl)!盤側盟主也一一←ー出血)L.\lE.g且!)し(!E.~川監塑塑):~
No.1 48.2 175 447 0.459 No.5 5.0 
No.2 33.3 210 1053 。ι204 No.6 37.9 
No.3 30.8 165 817 0.219 No.7 8.0 
No.4 31.5 130 671 0.203 No.8 41.7 
平均 40.2 170 746 0.271 平 均 23.1 
そ の 1寺 の 稀 釈
115 
100 
115 
120 
112 
0.110 
0.107 
0.202 
0.123 
0.135 
1 
2 
平均
1 
2 
平均 日iljj
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Fig. 54. 卵黄緩衝液稀釈精液の Q02と脂質，
コレステロール 総類脂質比の時期的変化
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時と同じく精子-活力に大き
な変化がある.その時の原
精液の平均脂質含量はCho.
は342mgjdl，T. Lipidは
726mgjdl， Cho.-T. Lipidの
比は 0.509である.Q02が
57.2μ(jdlの時には，その時
の稀釈液に比べて Cho.は
52mg/dl多く， T.Lipidも
190mg/dl多く Cho.-T.
Lipidの比も高い数値を示
す.QOzが6.5μl/ccと減少す
る時には，その時の稀釈液
lこ比べてCho.は32mg/dl多
く， T.Lipidも330mg/dlと
多く， Cho.-T. Lipidの比
は低い数値を示す.Q02が
39.4μl/ccの時には，その時
の稀釈液に比べて Cho.は
62mg/dl多く T.Lipidは
210mg/dlと多く， Cho.-T. 
Lipidの比は高い数値を示
す. Q02 が15 .1μ~/cc の時に
は，その時の稀釈被に比べ
て Cho.は77mg/dl多く，
T.Lipidは 160mg/dl多く.
Cho.-T. Lipidの比は0.24と
高い数値を示す.稀釈精液
と稀釈被との脂質とその比の比較においては， Q02がよい稀釈精液と悪い稀釈精液の聞に
量的関係がないことが明らかになった.脱脂乳の脂質組成においては， Cho. は 50~1l0
mg/ ，ll で平均は 65~105mg/(ll ， T. Lipid は 518~600mg/rll で，平均は 618~571mg/rl/. ，
Cho.-T. Lipid の比は0.ü70~0 .203で平均は0 .112~0.185で Cho. の変動が顕著で‘あるために
Cho.-T. Lipidの比は不安定である.中西 (1931)の牛乳中の Sterol量0.01~0 .02mg/lOO川l
について検討すると稀釈に用いた脱脂乳のCho.はその数値の変動が顕著である.この脂質
組成の不安定な脱脂乳で稀釈した M.Sにおいても Q02の良好区と不良区が生じた.その
H寺の QOzとM.Sの脂質組成をみると， Q02 が30.8~48.2μ ，!ccの時，又 Qo宮が5 .0~41.7μl/cc
の時においても Cho.，T. Lipidの含量，又その比が，その時の稀釈液より高い数値を示し
ているが，脱脂乳の Cho.含量が少なく， T.Lipidの多いもので稀釈された M.Sの方は
Q02が低い傾向にある.E.S又は M.Sにおu、ても Qozの良好IK，不良区に属する供試精
液は同一個体から採被されたもので， Q02精子活力のよい個体から採液された精子の Q02
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y.考 察
の保持には脱脂乳稀釈より
卵黄緩衝液稀釈の方が勝れ
ているが，精子活力の悪し、
個体から採液された精子の
Qozを高く保持するには，
脱脂乳稀釈の方が勝れてい
る.この事はJ.L. Albright， 
R. E. Erb & M. H. Ehlers27) 
が50Cで脱脂乳稀釈精液，
卵黄拘榊酸塩稀釈精液を保
存した時，精子活力には，
脱脂乳稀釈精液の方が勝れ
ていたが， 370Cで1時間保
存したものでは，卵黄!匂榔
酸塩稀釈液の方が精子活力
はよかったと報告している
が，明らかに精子活力の個
体差が現われたものであ
る.E.Sの精子活力の保持
には，E.S のCho.，T. Lipid 
含量が，卵黄緩衝液のその
含量よりも高くなりE.S，
の Cho.-T. Lipidの比を卵
黄緩衝液のその比，即ち
0.330に比較して， 0 . 308~ 
0.312になるように，原精
械を稀釈する必要がある.
1¥1. Sの Q02 を高く保持す
るには， Cho.-T. Lipidの
比が関係するが，脂質組成
稀釈液には Nishikawa，Y & Waide， Y79)の考案になる卵黄緩衝液，並びに脱脂乳を用
いて精子濃度 1ml中2億に供試精液を稀釈した.精子活力を酸素要求量 (QOz，μl/c)で
表示して，稀釈液の Qoz位及ぼす影響について検討すると，全般的に卵黄緩衝液による稀
釈精液 (E.S)が，脱脂乳による稀釈精液仏I1.S) よりも Q02の保持に勝れていることが
確証された.M.Sは原精液の QOzに近い精子活力しか示さないこともあるが，ある実験
区では"E.Sの Q02よりも良好な ζ ともあり，又 E.Sに於てもある時期に Q02の悪い実
験区が出て来る ことがある.この現象を，その時用いた稀釈被と比較検討してみると，卵
黄緩衝液の脂質組成はコレステローノレ (Cho.) に於ては 400~410mg/dl で，平均は 405~
1 '.11 
'14 !t九|幾 fi包 .~ぴに iW 7-活力に及ぼす休校成分俊助の影響一一一 ;t'ï劫:
410mgjd/，総類脂質 (T.Lipid)に於ては，102:~ '~ 1482mgldlで，平均は 1247 .~ 125:~mgldl，
そのCho-T.Lipiclの比は0.277.~O . 39 1. で，平均は0.330~0.:J:)4 であって，各j脂質とその比の
平均は略一定した数値を示して U、る.このことを Robert，P. C∞k90)が人間の Cho.には季
節的変化は現われないが，個人差は顕著で， 1定商，最低の差は:lO%伎であるとの報告・に対
し， H. S. Wciss93)は，鶏の自発性アテロ ーム動s，);硬化症にjiぞける血消 Cho.は年令と関係
があるし，特に雌鶏では育成，食餌，季節iによって血清 Cho.は顕著に変化されると報告
していることから考えると，この卵黄緩衝液の Cho.は安定した数値である.然しこの安
定した卵黄稀釈械で稀釈した精液に Q02の良好ほと不良区が生ずる.その時の Q02と脂
質組成並びにその比をみると， Q02 が良好なH寺，即 ら 48 . ~) .~65.2/.t1./cc で，平均55.5μllcc の
H寺に於ては， E.Sの Cho，T. Lipicl合駄が，その時の卵黄緩衝液よりも高められ，Cho-
T. Lipidの比がその時の卵黄緩衝液の比よりも低u、数値を示すように原精祝賀が稀釈された
l時であって， Q02が不良な時， Il ll ち 2 .0<~8.7/1'1じじで平均 1. 8 .0μllcc と QOJ が変動する時に
は， E.Sの組成は，そのH寺の卵黄緩衝液のそれと大差がなし、数値を示す傾向にある.
VI.小括
稀私!被としては最も普通な卵t!.緩衝液と脱脂乳とを11.、た. 8頭のホ/レスタイン者¥4'1:.牛
について，慣用飼料で，精般の予備試験を行v'，~W ~r活力の正常なこと，良11 ち ~I十85~90 を
確めた後，原精首長，稀釈液のコレステ H /ーレー総類脂質比を調べ同時に精子-数2億Il.mlの
37'C， 111寺聞の原料被，稀釈精液での精子， t;~ ブJ を Q02 で表示した . 稀釈精液の QOz と保存
性の比較は，採取直後と 4"Cで101育問保存した後の怖をとっておこなった.稀釈精彼自体
のコレステロー/レと総額脂質の絶対的合最及びその比は一定でなく，多少の変動をし，又
一般に卵黄線衝械はjM者の絶対合墨;が多く，その比も高U、. 一般に卵黄緩衝液の方が脱脂
手しよりも保存が勝れて，後者はl刷新役に近い成績が科られた.卵黄緩衝液稀釈精液のコレ
ステロー/レと総類脂質の比がO ，:108~0 .312の 11寺 lこ Q02 で示された精子活力が最も良がであ
ったから，稀釈精液でのこの比が， このような値を示すように，原精液の状態に応じた稀
釈液を調整する必要がある.即ち 1，脂質主Il成の安定した卵黄緩衝液の稀釈効果;は，稀i釈
Wei夜のコレステローIレ--tゑま頁脂質が，その時の稀釈被よりも高くなり，コレステロールーー
総類脂質比が，稀釈被のその比，即ちりぶlOに比較して0.308~0.312の 11寺に Q02 は良加な数
値を示す 2，卵黄緩衝液稀釈精液の脂質組成立tびにその比に於て，その数値が，そのH寺
の稀釈江主のそれと大差がない1寺は Qo空は良好な数値を示さない :3，脱脂乳稀釈精液の
Q02は， そのH寺の稀釈液の脂質組成並びにその比と余り明らかな関係はないが，脱脂乳の
コレステロール含憶が少く，総類脂貨の多いもので稀釈された精液の方が， Q02は低い傾
向にある.
第7章 綜 A t:I 考 察
Pery， T. Cupps & R.C. Laben4lは細精管の精娘細胞の数と精子濃度との問には有意な相
関が成立し，車丸機能の変性によって，精子濃度が低く，受胎E絡を低下させるような因子
をもっ牡牛は，造精機能の停止と萎縮細精管を伴ろことを報告している.豚の無精子症議
丸におU、ては，造精機能が変化を受けることは，最初jに細精管と間質・の|百lの質的平衡が失
なわれることが根本的要臥!のように思われふ.J!1l ら!日!釧!I包!符i粒が，核酸，多祇lt類， 1tH室内
の複合体の黄色色楽に変性して Lipoprotcin化が克進ずるH寺に，細精管の精子形成の過程
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の各細胞も変性を受けて，黄色色素沈着が発現するに至る.このことは，間質組織の変性
による影響が物質代謝障害の形で，細精管との聞で機能的平衡を破る作用を働き，細精管
をAtrophyさせ，精子形成に関与する細胞が影響を受けて，その結-果精子の変性がおこる
ものと思われる.間質細胞は Hormone分泌細胞であるので造精機能の障害が間質細胞に
直接的に作用するためには，脂質代謝が関与してくるし，又無精子症率丸でみられる精子
形成過程の各細胞の変性が細精管の内陸を蛋白変性にし，又間質細胞の Lipoproteinの充
進がみられることから，蛋白質代謝も造精機能に関与すると思われる.このことについて
碓井94)は食餌性脂肪は消化吸収されて，血行あるいは淋氾行を経て肝その他の脂肪組織に
運搬される.一方脂肪組織からは脂質の動員が行われ，又肝を中心として他の組織でも活
漉に脂質の合成が行われている.他面体内脂質は破壊，排y¥!!:，利用等により消費されるが，
生体内脂質の代謝は糖質代謝と蛋白質代謝との密接な関連のもとに神経，体液に調節され
て動的平衡が保たれていると論述してu、る.このことは前立腺被，又精摂中に多量の脂質
を含むこと ，精液蛋白組成は血清蛋自の a-globulinにあたり，又精子の外側には脂質層と
Lipoproteinの膜裳をもつことからも皐丸機能には血清の蛋白，脂質と，精液の蛋白，脂質
の影響があると思われるし，又それらの体液成分の変動は季節的変化，飼料構成の影響に
よっておこることが考慮、される.精子活カには時期的変化が現われ，又個体的差もあるが
一般に精子数の増加と精子活力の増進は平衡しない傾向にある.その結果精子数は略等し
いが，精子活力に差があるものに給与蛋白を増量しでも飼料の精子活力への影響はまちま
ちで、あって確ーした成績は認められないが精子活力を検討する時に飼料構成の影響と或あ
因子，即ち精液性状の時期的変化の影響を考えに入れなければ個体のもつ精子活力を判定
することは出来ない.精液成分の Phosphataseと精子活力に関連のある Succinic-dehydro-
genaseの量的変化は全般的に Acidphosphataseには時期的差異は余り現われないが，
Alkaline phosphatase Succinic-dehydrog巴naseには量的の時期的変化が現われ，又個体的に
も変化する結果が得られたことは精子活力は，精液成分又未成熟精子によって影響される
ように思われる.飼料構成から造精機能への影響を検討してみると飼料の栄養率が変化す
ることによって，Albuminの減少に伴い， sl-globulinの減少， s2-g1obulinの増加，s2-
globulin， r-globu1inの増加の変化がある時，又 Albuminの減少に伴って， r-g1obulinの
顕著な減少がある時，又 A1buminの減少に伴って， a-globulinの減少，ん一globulinの異
常増加がある時には精子形成過程の細胞に Nucleus-hydrops，Pylmosis， Hyp巴rp1asia，細胞
の崩壊が現われてくる.然し， A1buminが相対的な減少を示しても， sl-g1obulin， r-g1obulin 
が増加しているH寺， Albuminが減少し，且つ r-glob111inが減少しても血清総蛋白が増加す
る1寺， Albl1minが異常に培加し， α-globulinの顕著な減少のある時には造精機能は回復
される傾向にある.一方 B_W. Grunbaum， J01m， R. Geary et a18Z)は一般に血清蛋自の
Albuminが減少する時にはかg10bulinの増加と共に，コレステロー/レが増加するととを報
告しているが，この時期の精子形成過程の細胞，特にSpermatogonia，Spermatocyteの細胞
質に Lipoidの沈着が現われる.栄養率に関係する，飼料中の澱粉側が高U、時にもA1bumin
が減少して s-globulinが増加する.それに伴ってコレステローノレ，総類脂質も増加するこ
とは H.E. Weimer & H. Nishihara7めによる悪液質の所見と類似し，との時期にも精子形
成過程の細胞に Pylmosis，核の多糖類反応強|湯性の変性がおこる.又給与蛋白の過剰の時
期では Albuminが増加して， r-globulinが減少する血清蛋白の変動がおこるがコレステロ
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一/レり吉量が低いために造精機能は影響を受けることが少ないよ うに思われる.それらの
ことから造精機能は血清 Albuminの減少に伴う s-globulinの増加と，血清コレステローノレ
の増加によって影響が大であることがわかった.このことは J.Avigan， H. A. Ed巴r& D. 
St巴inberg3Uの血清脂質のすべては本質からみて蛋白と結合しているという報告から血清蛋
自の変化とコレステロールが共同的に造精機能に影響を与え，又M.W. Wiliams et a195)の
Organic Phosphate parathionを用いることによって犬の血清Albuminの減少と， s-globulin 
の培加があったという報告から， Albuminの減少と s-globulinの増加は生理機能の異常を
あらわすものと思われる.次に精液蛋自の組成成分を B.L. Larson， Relph， S. Gray & G. 
W. Salisburg8J)の az-globulinに相当するところを境に して Albumin様蛋白 (Alb-P)，
Globulin様蛋白 (Glob-P)に分けて， その相互関係と精子活力の表示としての酸素要求量
(QOz.μ(/c)との関係を検討してみると一般的に精液蛋白は Albumin様蛋白と Globulin様
蛋白比が安定しているものと不安定のものとがあって， その比の変化と Q02との関係は確
ーではない.然し Alb-Pと Glob-Pとの比が安定しているものではQozは高く， Glob-P 
(r)， Glob-P2 (戸)，の分画出来ないものでも， Glob-P3(α)は安定している.又その比が高く
てQozが一般的に高い数値を示す時には， Glob-P2 (s)， Glob-P3 (α)， Alb-P4が減少して，
Glob-Pl (r)， Alb-P5が増加する傾向にある.その比が不安定なる時には一般的にQOzは低
くその時の分画においては Glob-P3(α)は増加して Alb-P5の変化が顕著にあらわれる時
である.又 Alb-Pが減少する時には Glob-P(s)， Glob-P3 (α)の増減が伴って，その時の
Qozは， Alb-Pの増加に伴う Glob-P3(α)の増加時よりも低い数値を示す.これらのこと
より ，Qozには Glob-P3(α)が関係して，この Glob-P3(α)の緩衝的変動によって，Globulin 
様蛋白が減少して， Albumin様蛋白が高い時に概して Q02は高い傾向にある.このGlob-
P3(α)の緩衝的変動は， B. W， Grunbaum， John， R. Geary et a182)が食餌性脂肪の影響とし
てその脂質が a-globulinに多く移動する成績から合せ考えて精子活力には蛋自の影響と同
時に脂質の影響を検討することが必要である.そのことを検討するために脂質を多く含み，
精子活力の保持に効果のある卵黄緩衝液と脂質を卵黄緩衝液程に含まない脱脂乳を稀釈液
として精液を稀釈して(精子濃度2億121Hl)精子活力への影響を調べた.精子活力は酸素
要求量 (Qozp'/cc)で表示した.一般的に QOzの保持には卵黄緩衝液による稀釈精液(E.S)
の方が脱脂乳による稀釈精液ゆ1.S)よりも勝れていることが確認された.ただし E.Sに
おいてもある時期に QOzの悪い場合もあるが， E.Sとその時用いた稀釈精液との脂質組成
を比較してみると Qoョが良好な時には E.Sのコレステロー/レ T.Lipidの含量が，その時
の稀釈液のそれよりも原精液を稀釈することによって高くなり，又E.Sのコレステ ローノレ
とTotal.Lipidとの比は稀釈液のその比よりも低くなって0.32になり，その比が安定してい
る.然しQ02の変動は E.Sのコレステローノレ，総類脂質の含量並びにその比が稀釈液のそ
れと変りがない時に現われることは原精液の状態に応じた稀釈が行われないことによる.
即ち皐丸機能並びに精子活力は血清蛋白，血清脂質，精液成分の蛋白，脂質I Phosphatase -
の影響を受けると共にそれらの体液成分の変動に関与する時期的並び‘に飼料の栄養率に支
~r.されることが明らかになった.
第8章要 事句
皐丸機能並びに精子活力に及ぼす体液成分変動の影響を受胎率と精子活力並びに精液成
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分の時期的変化，血清蛋白と血清脂質と造精機能と の関係，精液蛋白と精液J!旨質と精子活
力との関係並びに精子活力と稀釈液との関係から調べた結果，次のことが明らかになった.
1.受胎率を雄側からみると月別の変動があり 4月 5月に低く G月に上昇して 8月
に再び低下し， 9月に最高になり， 10jjから減少し始めて，ゆるい低下が続くようになる.
又個体的にも月別の変動があらわれる.
2‘精子活力のよい精液程 Alkalinephosphataseは低い傾向を示し， Acid phosphatase 
の量的変化は顕著でなく，未成熟精子の多いと思われる精液におし、ては Acid-phosphatase
が増加し， Alkaline-phosphatase，の量的変化がおこる.
3.精子活力と Succinic-deh ydrogen aseの聞には関係があまりない.
4.飼料構成の精子活力への影響はまちまちであるが，栄養率が狭い時には精子数の増
加が認められるが精子活力との平衡はなかった.
5.飼料の栄養率を急に狭くした時には血清Albuminの減少と sl-globulin，ん-globulin
の増加がおこり栄養率の狭い期聞が続いた時には， Albuminの減少と r-globulinの顕著な
減少がおこり，又栄養率を急に広くした時及びその時期が続いた時は Albuminの減少と
r-globulin， s2-g1obulinの異常増加がおこり夫々の場合，精子形成過程の細胞に変性，主と
して Hyp巴rplasia，Nucleus-hydrops， Pyknosisが現われる.
6.栄養率をやや狭くした時の血清 Albuminの増加の時には精子形成過程の細胞に余
り影響がなく Globulinの何れかの異常を伴うものは精原細胞においては精母細胞の異常
が比較的極限されて起る.
7.栄養率と脂質との関係は，栄養率が 7.0の時に比べて栄養率が狭い時は血清コレス
テロール含量は高くなり総類脂質含量は低くなり栄養率が広く なる時はコレステロール含
量は低くなって総類脂質含量はやや高くなるが著しい変動ではない.よってコレステロー
ルー総類脂質の比は栄養率の狭い時は高まり，広い時は下る傾向にある.
8.精液性状の比較的安定した時期の精液蛋自について分画を行い Albumin様蛋白と
Globulin様蛋白と に分け精子活力を酸素要求量(Q02'μl/c)で表示することによって両者と
Q02の関係をみると ，Globulin-P3 (α)を緩衝液としてAlbumin様蛋白がGlobulin様蛋白よ
りも高い数値を示す時に Q02はよい状態であった.
9. コレステロー/レと総類脂質との比の変動と造精機能との関係は， その比が高い時に
は精子形成過程の細胞に変性が現われ殊に Hyp巴rplasiaになった細胞質並びに間質細胞に
脂肪沈着ー が出てくる.その比が低くて且つ総類脂質がその時のコレステローIレに比べて異
常に低い時，又異常に高い時も精子形成過程の細胞に変性が現われる.
10. コレステロ ールの異常に低い時も造精機能に軽微な害がおこるが，異常に高い時に
は顕著な害がみられる.
11.卵黄緩衝液，脱脂乳含有のコレステローノレ，総類脂質並びにコレステローノレー総類
脂質の比が原精液を稀釈することによって稀釈精液の Q02 (精子活力を酸素要求量 QU2，
μl/ccで表示)への影響をみると卵黄緩衝液稀釈精液においてコレステロールと総類脂質の
比がその時の稀釈液のその比0.330に比べて0 . 308~O.312の時に Q02 が最も良好であったか
ら稀釈精液でこの比がこのような値を示すように原精液の状態に応じた稀釈液を調整する
必要があると思われる.
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ZU8smmenfs88un9 
Ueber einen Einflus von Ver品nderungenc1cr Zusammensetzung einiger Korperflussiglceiten 
auf Hodentatigkeit und SpermienbewegJichlceit. 
Die Veranderungen in der Zusammensetzung der Korp巴rflussiglceitenbeeinflussen die Funktion 
der Hoden und die Lebenskraft der Spermien. Damit werclen erlcJart ; 
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1) der Prozentsa(z der Konzeptionen・
2) die zeitweilige V巴randerungder Zusammensetzung des Eiakulats， 
3) die Beziehungen zw四;hender lipoidalen Substanz im Ejakulat und der Sp巴rmatogenese，
4) die Beziehungen zwischen G巴samteiweisssowie lipoidaler Substanz im Blutserum uncl Lehens-
I<raft der Spermien uncl 
5) das Verhalten der Leb巴nskraftvon Spermien im verclunnten Sperma. 
acl 1) Die Konzeptionen nach insgesamt 3698 Besamungen mit Sp巴rmavon白 dreiBullen .zeigen 
iahreszeitliche Schwankungen : Sie li巴genniedrig in April uncl Mai， steigen an im Juni， falen 
wieder ab im August. Sie erreichen ein Maximum im September und beginnen im Oktober， 
wiecler abzufallen bis zum n詰chstenJahr. 
ad 2) Guter Samen mit hoher Lebenskraft zeigt im algemeinen geringere Alkali-Phosphatasewerte 
bei normalen Saure-Phosphatasewerten， wahrend schlechter Samen erhohte Saure-Phosphatase-
werte bei wechselnclen Alkali-Phosphatasewerten aufweist. 
Zwischen c1er Succinyl-Dehyclrogenase uncl d巴rLebenskraft c1er Spermien ¥Vurcle kein巴Beziehung
gefunclen. 
Die Zusammt:msetzung cles Futt巴rshat folgencle Einf!usse auf dieLebenskraft cler Spermien : 
1) Bei einem en宮enN詰hrstoffverhaltnis(mit巴inemrelativ hohen Proteinanteil) steigt die Zahl cler 
Spermien an aber es besteht keine Beziehung zwischen dieser Zahl uncl der Lebenskraft cler 
Spermien. 
2) Wenn das Nahrstoffverhaltnis in kurzer Zeit enger wircl (clurch reichliche Zugabe eiweissreichen 
Futters)， sinkt cler Serum-Albumin-Anteil. uncl Serum-{:II-unclんAnteilnehmen zu. Beieinem 
langeren Bestehen dieses engen Verh邑ltnissesfallen Albumin-und r-Globu¥in-Anteile ab. 
3) 'vVenn das Nahrstoffverh邑ltnisschnell weiter wird und fur eine langere Zeit bestehen bleibt， 
sinkt der Albumin-Anteil ab und (:Irsowi巴 r-Globulin-Anteilesteigen stark an. Zu dieser Zeit 
zeigen die spermatogenen Zelen Degenerationserscheinungen， hauptsachlich Hyperplasie， Kern-
Hyclroges， Pyknose. 
4) Wircl clas N邑hrstoffverhaltnisextrem eng， so steigt der Albumin-Anteil. Wenn clie Abnormalit邑e
ten entweder beim Albumin odel' bei11 Globulin auftl'eten， linclet die Degeneration der Spenni-
den erst in clen Tubuli seminiferi sta仕.
Zwischen clem Nahrstoffverhaltnis und der lipoidalen Substanz bestehen folgende Beziehu'ngen : 
1) Bei einem engen Nahrstoffverhaltnis steigt Cholesterin an， wahrencl die lipoidale Substanz 
absinkt. 
2) B 
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写真 1. 写真2.
正常成熟皐丸の Aspermia率九
Seminiferous のSeminiferous
tubules. tubules. 
写真3.
廃用j琢皐訴しの Seminiferous
tubules. 
写真4.
Prelaptone spermatocytic nuclei 
Pachytene Primary SPCの存在
(正常成熟主義丸)
ゐ4酪F培i
写真5.
4groups cellsの存在
( 3ヶ月豚)
引き
写真6.
None dust-1ike SPG， SPTD 
が存在し他の Spermatogenic
seriesは消失
(Aspermia Y26-25) 
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写真7.
正常'成熟率九の Seminiferous
tubulesの細胞に似た細胞像
(Aspermia Y30-80) 
写真8.
正常成熟皐丸の Seminiferous
tubulesの紛l胞に似た細胞像
(Aspermia Y30-80) 
，-:'婦もh
写真9.
Aspermia Y30-80と同じ
細胞像(廃用豚村山)
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写真10.
Ai~Aiii typeの細胞像と
Aspermia Y30-80に似た
細胞像(廃用豚神奈川)
sf 
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写真11.
Ai~ Aiii typeの細胞像と
Aspermia Y30-80細胞像
{廃用豚神奈川)
写真12.
SPTDに現われた Polysa-
ccharidsを含む Azul様小
体(廃用豚)
写真13.
Spermも見られる
Seminiferous tubules 
(Aspermia，廃用豚)
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写真14.Spermatogenic s巴riesのNucleus-
hydrops. Hyperplasia. Pyknosis. 
写真15. SPCの Hyperplasia.Pylmosis・
写真16.Spermatogenic seriesの Pyknosis.
Nucleus-hydrops. 
写真17.Spermatogenic seriesの Pyknosis.
Nucleus-hydrops. 
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写真18.SPCの Hyperplasia.Vacuolar-
degen巴ration.Pyknosis. 
写真19.SPGの Nucleus-hydrops.
写真20. SPCの Hyperplasia.SPTD 
のPyknosis.
写真21. Protein-degenration. Lipoid化
83 
皐丸機能並びに精子活力に及ぼす体液成分変動の影響一一有森 85 
写真22.Spermatogenic series.の崩嬢 SPG，
SPCのHyperplasia，又その細胞質，
間質細胞のLipoid化
写真23.Spermatogenic seriesの崩駿 SPG，
SPCの Hyperplasia，又その細胞
質問質細胞の Lipoid化
写真24.Seminiferous tubulesの弱し、 Atrophy，
SPGの Nucleus-hydrops.
SPG， SPCの細胞質の Lipoid化
写真25.SPCの弱し、 Hyperplasia，Pyknosis， 
SPTDのPyknosis，Seminiferous 
t山ulesの中の蛋白高性物質
写真26.SPCの弱い Hyperplasia，Pyknosis， 
SPTDのPyknosis，Seminiferous 
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tubulesの中の Protein-degeneration.
写真27.Seminiferous tubulesの蛋白
変性が進んだ時
写真28.SPCの顕著な巨大細胞化，
SPTDのpyknosis.
写真29.間性の S巴miniferoustubules 
Atrophy. 
皐丸機能並びに精子活力に及ぼす体液成分変動の影響ー ーー 有森 87 
写真30. 冨IJ 皐丸 写真34. 副 腎
写真31. 高IJ 皐 丸 写真35.肝臓の Lipoid強陽性
写真32. 前立腺 写真36肝臓の正常 Lipoid.
写真33. 解 臓
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